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令和２年第２回東伊豆町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                      令和２年６月９日（火）午前９時３０分開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

日程第 ５ 一般質問 

    １． ３番 稲 葉 義 仁 君 

     １）新型コロナウイルス感染者の対応について 

     ２）避難所での感染症予防のための事前準備について 

     ３）オンライン授業について 

    ２．１４番 山 田 直 志 君 

     １）新型コロナウイルス感染症による影響と経済対策について 

     ２）新型コロナウイルス感染症対策による町財政運営について 

日程第 ６ 議案第３５号 東伊豆町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

日程第 ７ 議案第３６号 東伊豆町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例につ 

             いて 

日程第 ８ 議案第３７号 東伊豆町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第３８号 東伊豆町介護保険条例の一部を改正する条例について 

日程第１０ 議案第３９号 東伊豆町社会福祉法人の助成に関する条例の一部を改正する条例 

             について 

日程第１１ 議案第４０号 令和２年度（令和元年台風１５号災害）白田わさび田前沢水路災 

             害復旧工事請負契約について 

日程第１２ 議案第４１号 令和２年度同報無線子局更新請負契約について 

日程第１３ 議案第４２号 東伊豆町道路線の変更について 

日程第１４ 議案第４３号 令和２年度東伊豆町一般会計補正予算（第５号） 

日程第１５ 議案第４４号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
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日程第１６ 議案第４５号 令和２年度東伊豆町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１７ 同意第 １号 東伊豆町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

日程第１８ 同意第 ２号 東伊豆町教育委員会委員の任命について 

日程第１９ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第２０ 諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第２１ 諮問第 ３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第２２ 陳情・要望書等の審査について 

日程第２３ 意見書案第２号 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に関する意 

              見書について 

日程第２４ 議会運営委員会所掌事務調査について 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

     １番  楠 山 節 雄 君      ２番  笠 井 政 明 君 

     ３番  稲 葉 義 仁 君      ５番  栗 原 京 子 君 

     ６番  西 塚 孝 男 君      ７番  須 佐   衛 君 

     ８番  村 木   脩 君     １０番  内 山 愼 一 君 
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欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 
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───────────────────────────────────────────────── 

職務のため出席した者の職氏名 

議会事務局長 国 持 健 一 君 書 記 吉 田 瑞 樹 君 

───────────────────────────────────────────────── 
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開会 午前 ９時３０分 

 

◎開会の宣告 

○議長（村木 脩君） 皆様、おはようございます。 

  議員の皆様におかれましては公私ともにお忙しい中、御出席を賜り、厚く御礼を申し上げ

ます。 

  新型コロナウイルス感染症につきましては、５月25日、都道府県の緊急事態宣言解除によ

り指定地域はなくなりましたが、今なお新規感染者が発生している状況にあります。 

  本定例会におきましても、マスクの着用や手指を清潔に保つなど感染症予防に御協力をい

ただくとともに、健康に十分御留意され審議に臨んでくださいますようお願い申し上げます。 

  また、本定例会では、新型コロナウイルス感染症対策といたしまして、説明員は関連する

最小限の人員の出席としました。 

  さらに、一般質問につきましても、緊急性の高い案件のみとし、常任委員会ごとの代表者

によることといたしましたので、御承知ください。 

  ただいまの出席議員は12名で、議員定数の半数に達しております。 

  よって、令和２年東伊豆町議会第２回定例会は成立しましたので、開会します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議会運営委員長の報告 

○議長（村木 脩君） 議会運営委員長より報告を求めます。 

  10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 皆様、おはようございます。 

  議会運営委員会より、令和２年第２回定例会の運営について御報告いたします。 

  まず、本定例会には２名の議員より５問の一般質問が通告をされております。一般質問の

趣旨をよく御理解され、円滑に質疑、答弁がなされますよう御協力をお願いいたします。 

  なお、本定例会では、一般質問について、新型コロナウイルス感染症対策として常任委員

会ごと代表者が行い、質問時間を２回に分け、合計60分以内として、間に休憩を取ります。



－5－ 

一般質問は一問一答方式で行います。また、町長には反問権の行使が認められております。

なお、反問に要する時間は制限時間に含みませんので御承知ください。 

  本定例会の提案案件としましては、条例の一部改正案が５件、契約の議案が２件、道路線

の変更が１件、補正予算案が３件、人事案件が５件、意見書が１件の合計17件の案件がそれ

ぞれの日程に組み込まれております。 

  条例の一部改正につきましては、説明資料等により簡潔で分かりやすい要点説明とし、ま

た補正予算の説明につきましては、おおむね50万円以上で説明することが協議決定しました

ので、当局の皆さんもよろしくお願いします。 

  以上の内容を踏まえまして、本定例会の会期は、本日から予備日を含めて６月10日までの

２日間とします。 

  閉会中に提案された要望書等につきましては、会期中、担当常任委員会にて審査し、報告

をお願いすることになりますので、御承知願います。 

  また、議員の服装については、当局と同様にクールビズを実施します。テレビ等で見てい

る町民の皆さんに見苦しくないように御配慮をお願いします。 

  最後になりますが、議会運営委員会の所掌事務調査につきましては、議会の運営に関する

こと、議会の会議規則、委員会に関する条例等に関すること、議長の諮問に関すること、以

上３点を閉会中の継続審議としたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  議員各位には活発なる御審議と円滑な議会運営を切にお願い申し上げまして、議会運営委

員会からの報告といたします。 

  以上でございます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（村木 脩君） これより、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（村木 脩君） 本日の議事日程は、あらかじめ皆様のお手元に配付したとおりであり
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ます。 

  議事日程に従い、議事を進めます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（村木 脩君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により、議長において、10番、内山議員、11

番、藤井議員を指名します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（村木 脩君） 日程第２ 会期の決定を議題とします。 

  お諮りします。本定例会の会期は、本日から予備日を含め６月10日までの２日間にしたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、会期は２日間と決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（村木 脩君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

  議会閉会中に提出されました例月出納検査の結果に関する報告につきましては、既に送付

しました。 

  陳情・要望書等の付託につきましては、お手元に一覧表を配付しました。 

  付託案件の審査につきましては、本日中に担当常任委員会にて審査し、報告をお願いする

ことになりますので、御承知願います。 

  議長の出席した会議等の報告については、お手元に資料を配付してあります。 

  会議資料については議員控室に置きますので、御覧いただきたいと思います。 
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  以上で諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎行政報告 

○議長（村木 脩君） 日程第４ 町長より行政報告を行います。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 皆さん、おはようございます。 

  令和２年第２回議会定例会を招集申し上げたところ、議員各位には何かとお忙しい中、御

出席賜り、厚く御礼を申し上げます。 

  定例会の開会に当たり、御挨拶を兼ねて、行政諸般の報告をさせていただき、議員各位並

びに町民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

  新型コロナウイルス感染症に関しましては、５月25日、政府による新型インフルエンザ特

別措置法に基づく緊急事態宣言が５都道県において解除され、全国全ての都道府県で緊急事

態宣言が解除されました。 

  ５月25日に改定された新型コロナウイルス感染症に対する基本的対処方針におきまして、

緊急事態宣言の解除後は、感染拡大を予防する「新しい生活様式」の定着を前提として、地

域の感染状況や医療提供体制の確保状況を踏まえながら、一定の移行期間を設け、外出の自

粛や施設の使用制限の要請を緩和しつつ、段階的に社会経済の活動レベルを引き上げていく。

再度、感染の拡大が認められた場合には、速やかに強い感染拡大防止を講じることとしてお

ります。 

  当町では、政府が７都府県を対象とした緊急事態宣言を発令した４月７日に東伊豆町新型

コロナウイルス感染症対策本部を設置いたしました。計９回の対策本部会議を開催いたし、

関係する情報を収集し、町民の皆様に情報提供を行い、感染症予防また蔓延防止を図ってま

いりました。 

  静岡県が緊急事態宣言の対象とされていた４月25日から５月６日までは、一部の町内事業

者に対し休業要請を行いました。休業要請以外にも、営業自粛される事業者、また休業事業

者との取引がある事業者のみならず、町内事業者に収益の大幅な減少や雇用調整など、新型

コロナウイルス感染症は町内経済に深刻な影響をもたらしております。 
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  政府が公表いたしました５月の月例経済報告によれば、景気は、新型コロナウイルス感染

症の影響により急速な悪化が続いており、極めて厳しい状況にあると判断されました。 

  先行きにつきましては、感染拡大の防止を講じつつ、社会経済活動のレベルを段階的に引

き上げていくが、当面、極めて厳しい状況が続くと見込まれる。金融資本市場の変動等に影

響を注視する必要があるとの見解が示されました。 

  当町の経済状況の指標の一つでもあります入湯客数は、令和元年度においては入湯客数が

73万9,927人、前年度対比１万1,270人、1.5％の減少で、熱川、片瀬温泉がほぼ前年度並み

となった以外は落ち込む結果となりました。 

  新型コロナウイルス感染拡大が顕著となった３月の入湯者数は、前年対比３万4,659人、

45.1％の大幅な減少となり、以降については、緊急事態宣言の発令、ゴールデンウィーク中

の宿泊施設に対する町からの休業要請、さらに宿泊施設の自主的な営業自粛もありまして、

宿泊客を呼び込めない状況が続いております。６月１日以降につきましては営業を再開する

宿泊施設が増えていく予定です。新型コロナウイルス感染の危惧が完全に拭えない中、町の

観光協会にて感染予防対策のマニュアルを策定しているところでございます。 

  町内経済の活動におきましても、新型コロナウイルス感染のおそれや、全国における再度

の感染拡大の懸念などを抱えまして、困難な状況が続いていくことが見込まれております。 

  これまでに町は、総額１億9,206万9,000円を新型コロナウイルス感染症に対する町独自の

事業に充て、主に感染症の影響を受けている方への支援事業を実施しております。 

  経済変動対策資金利子補給補助金は、県融資制度を利用して借り入れた資金に対しまして、

利息を３年間全額補助するもので、３か年で総額１億円を見込んでおります。 

  雇用調整助成金に関するつなぎ融資に対する利子補給補助金は、雇用助成を申請後、交付

決定までに１か月以上の期間がかかることから、町内金融機関がつなぎ融資を行い、利息に

ついて１％まで町が補助するもので、経済変動対策資金利子補給補助金と合わせて3,600万

円を予算計上いたしております。 

  休業事業者協力金は、感染を防止するため、夜間営業している飲食店等に営業自粛要請ま

た観光業者に対しまして自粛要請を行い、協力する事業者に協力金20万円を交付するもので、

事業費は4,105万円でございます。 

  継続化支援補助金は、事業収益が悪化した事業者に対しまして、持続的な事業を後押しす

るため、給付条件を満たした事業者に１件10万円支給するもので、総額１億311万円を見込

んでおります。 
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  学校関係におきましては、保護者の方々の負担を少しでも軽減する目的から、600万円の

予算によりまして、１学期分の給食費に町費を充てるように措置させていただいたところで

ございます。 

  また、当町から大学等へ進学された方々を対象とした支援策として、１人当たり２万円の

給付金制度も設けさせていただきました。対象学生250人を見込み、総額500万円の給付事業

となるものでございます。 

  また、今回の東伊豆町一般会計補正予算（案）に、東伊豆町観光協会緊急誘客対策事業と

して1,500万円を計上させていただきました。即効性の高いネットエージェント販売対策に

より、サイト宿泊予約者へのサービスの強化を図る内容です。具体的には、宿泊クーポンの

発行、人気の高いポイント還元、地元商店の利用を促すための地域クーポンの発行、町内ス

タンド限定利用のガソリン券の発行などが主な内容で、冬場に懸念される再感染前にできる

だけ収益確保ができるよう誘客対策を行うものですので、御理解賜りますようよろしくお願

いいたします。 

  次に、特別定額給付金の進捗状況についてですが、５月22日から給付を開始いたしまして、

５月中には給付対象世帯6,269世帯のうち85.5％に当たる5,817世帯に給付を終了いたしまし

た。今回は新型コロナウイルス感染防止の観点から、原則、郵送での申請を推奨しています

が、今のところ大きなトラブルもなく、比較的順調に給付が進んでおり、速やかな申請に御

協力いただいた町民の皆様に厚く御礼を申し上げます。 

  また、６月８日から現金での給付を開始しておりますが、今後は、何らかの事情で申請を

されていない方に対しての対応に注力していきたいと考えております。申請の締切りは８月

13日となっておりますので、忘れずに申請していただきますようお願いいたします。 

  子育て世帯への臨時特別給付金は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て

世帯の生活を支援する取組の一つとして、児童手当を受給する世帯で令和２年３月31日を基

準日にゼロ歳から中学生までの子供がいる世帯に対し、対象児童１人当たり１万円の臨時特

別給付金を給付いたすものでございます。給付対象となる世帯には、案内通知などを６月１

日に送付しております。 

  新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年２月以降の収入に相当の減少があり、

納税することが困難な事業者等の皆様に対し、無担保かつ延滞金なしで１年間、町税の徴収

を猶予できる特例制度を創設いたしました。また、令和３年度課税の１年分に限り、中小事

業者等の皆様が所有する償却資産及び事業用家屋に係る固定資産税の軽減措置を講じること
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としており、来年度に向けまして準備を進めているところでございます。 

  水道料金に関しましても、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少しているな

ど、水道料金のお支払いが困難となった方に対しまして、お支払いの猶予に関する御相談に

応じております。 

  なお、新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業等により生活資金でお悩みの方

を対象に、無利子・保証人不要の新型コロナウイルス特例貸付の相談を社会福祉協議会で７

月末までの予定で実施しております。 

  これら相談事業や支援事業をはじめとする各種事業につきましては、町のホームページを

御参照ください。また、事業内容によりましては、回覧板や広報ひがしいずなどに御案内し

ております。御不明な点がございましたら、役場へお問い合わせください。 

  学校関係では、新型コロナウイルス感染症による影響により、小中学校及び幼稚園が長期

にわたり休校、休園を余儀なくされておりましたことは、御承知のとおりでございます。 

  しかし、静岡県内の感染者の状況から、県立学校が５月25日から学校再開を決定したこと

を受けまして、当町においても同じく５月25日から小中学校、幼稚園を再開いたしました。 

  今回の新型コロナウイルス感染症が完全に終息したというわけではございませんので、学

校向けに感染予防対策をガイドラインとして示した上、保護者の方々にも協力を仰ぎながら

対応しております。 

  子供たちには、長期間の休校により、肉体的にも精神的にもつらい期間を過ごしたことと

思われますが、早期に学校生活に慣れて、明るく楽しい学校生活を送っていただけるよう願

っております。 

  町では、これまでにマスクの寄贈を受けております。東伊豆町ボランティア協議会会員の

小物づくりの会様、霊友会様、町内女性有志様、東風会様、第８分団様、東志會様、東伊豆

ライオンズクラブ様より手作りマスク及びサージカルマスクを、また東伊豆町出身の東京在

住の男性からサージカルマスク及び消毒ハンドジェル59本の寄贈を受けました。寄贈合計は、

手作りマスク1,630枚、サージカルマスク１万3,315枚となりました。感染防止のマスクが不

足する中、皆様に心より感謝申し上げます。 

  寄贈いただきましたマスクは、手作りマスクを中心に4,630枚を小学校、中学校、幼稚園

に配布いたしました。また医療・介護機関に対しましては、町の備蓄マスクも含めまして

5,340枚を配布いたし、有効に活用させていただいております。なお、今後も配布を継続し

ていく予定でございます。 
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  ここからは、新型コロナウイルス感染症関連以外の行政諸般の報告をさせていただきます。 

  初めに、防災関係ですが、４月９日の早朝に年度当初の職員動員訓練を実施いたしまして、

99名が参加し、参集体制の確認を行いました。 

  今月は、土砂災害防止月間となっております。新型コロナウイルス感染防止によりまして、

町内での避難訓練等は実施できませんでしたが、崖地、急傾斜地を抱える土砂災害危険地域

の住民の皆様におかれましては、近年、全国各地で大規模な水害・土砂災害が発生しており

ますので、今後、大雨が予想される場合には、土砂災害の危険のある崖地、急傾斜地周辺は

もちろんのこと、河川、水路周辺の住民の皆様にも、水害の発生に備えまして、事前防衛を

含めた早期避難行動をお願いいたします。 

  また、大雨でも屋内で同報無線の音声を聞くことができるコスモキャストと、テレビに町

からのメールなどの情報を表示、伝えるテレビプッシュシステム、防災ラジオ、戸別受信機

の導入については補助制度を整備しておりますので、それぞれの家庭環境、状況に合わせま

して、早期に導入をしていただきますようお願いいたします。 

  消防団関係では、４月４日入団式を行い、再入団の団員を含め、新たに16名の消防団員が

加わることになりました。 

  ３月をもって退団されました団員の皆様には、長きにわたりまして消防団活動を通じて地

域貢献に寄与していただきましたことに心から御礼を申し上げますとともに、機能別消防団

員への登録をお願いいたします。 

  消防団員の皆様には、引き続き自然災害等を含むあらゆる災害に備えまして、訓練等を通

じて、消防署と消防団の連携が図られ、消防団本部、各分団、消防団員１人１人の技能向上、

体制強化に努めていただくようお願いするものであります。 

  町としましては、想定される様々な災害に備えまして、災害に備えた安心・安全なまちづ

くりをさらに進めて、減災に努めてまいります。 

  次に、ふるさと納税寄付金についてですが、令和元年度実績は、延べ2,035人、１億5,971

万4,000円となり、前年度に比べ19％増という結果となりました。なお、令和元年度は１件

1,000円の返礼品がない災害寄附を募りまして、多くの方から寄附していだきました。 

  次に、企画関係ですが、地域おこし協力隊事業は３月に３名の協力隊員が任期を終了しま

して、今年度は高瀬真由さんと藤田翔さんの２名体制となっております。新型コロナウイル

スの流行によりましてイベント等の開催が難しいことから、それぞれＳＮＳや動画配信サー

ビスを活用した活動を中心に行っております。 
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  また、交流・定住促進事業ですが、ＮＰＯ法人ローカルデザインネットワークに委託して

実施しているシティープロモーション事業につきましても、当初予定していたイベントは開

催困難であることから、オンライン会議システムなどを活用いたしましたアイデアコンテス

ト、学生サミット、雛のつるし飾りオンライン教室などに内容を変更いたしまして取組を始

めております。 

  これら若者を中心としたインターネット技術を活用した新しい取組は、アフターコロナ、

ウィズコロナの社会生活の変革を先取りするものとして、期待しております。 

  次に、税務関係ですが、５月末日で令和元年度の出納を閉鎖いたしたところ、前年対比で

町税の収入済額及び収納率が若干向上する結果となりました。個人住民税に係る収入済額及

び収納率が伸びたことに加えまして、新規に開業した施設の固定資産税が増収となったこと、

賀茂地方税債権整理回収協議会及び静岡地方税滞納整理機構による効果的な債権の整理回収

が図られたことなどによる成果であると実感いたしております。 

  引き続き、町政運営における貴重な自主財源確保と町民の信頼に応える納税秩序の維持に

努めるとともに、各種税務研修による専門的知識及び技能の習得を通じて、職員の資質向上

を図り、公平かつ公正な賦課徴収事務の執行に力を注いでまいります。 

  次に、住民福祉関係ですが、５月31日に実施予定でした環境美化推進運動の一環といたし

まして毎年実施している「町内一斉のクリーン作戦」につきましては、新型コロナウイルス

感染防止の観点から、本年度は中止とさせていただきました。 

  交通安全関係では、４月６日から15日まで「春の全国交通安全運動」が実施され、４月８

日には交通指導員、学校及びＰＴＡ等の御協力をいただき、朝の街頭指導が行われました。

参加いただきました関係各位に御礼申し上げます。 

  次に、健康づくり関係では、４月、５月に予定しておりました保健関連事業等は、新型コ

ロナウイルス感染予防のため未実施の事業が多くなりました。その中で、新型コロナウイル

ス感染症以外の疾病予防も重要と考えまして、疾病予防に関する事業につきましては対策を

講じて実施しております。 

  小児予防接種の定期接種につきましては、実施医師との打合せによりまして、待合場所の

拡散などを行いながら実施しております。 

  乳幼児の法定健康診査につきましては、医療機関において通常どおり実施しております。

そのほか母子保健事業につきましては、個別相談や実施時間の割り振りなどで対応し、６月

以降は感染症予防対策を講じ実施していく予定でおります。 
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  また、今月から実施される特定健康及び一般健康診査につきましては、一部中止となりま

したが、実施される検診を受診していただく方には、検温、体調チェック、手指消毒、行動

履歴確認など個々の感染症に対する予防措置を講ずることと、健診会場への入場管理などを

行い３密を防ぎ、会場での感染リスクに対しても予防措置を講じ行ってまいります。 

  なお、御予約いただきました健診が中止となった町民の皆様には、今後、個別健診の優先

的実施など受診環境を整えて対応してまいります。 

  高齢者の健康づくりや介護予防は、感染症予防の観点から、家庭でもできる健康づくりを

実践していただくために、ハイキャットで高齢者向けの体操を放送していただいております。

また、運動習慣のある方や教室参加を申し込んだ方などに対しまして、個別運動プログラム

や体操ＤＶＤの配布などを順次行っております。 

  次に、建設関係ですが、梅雨時の災害発生を未然に防止するため、県と連携いたしまして

実施される河川パトロールは、新型コロナウイルス感染防止の観点から、当分の間延期とな

りましたが、県との情報共有を図りながら、河川の異常等に迅速に対応してまいります。 

  また、例年、稲取地区自治会関係者とともに、祭典前に実施しておりました道路の点検作

業も、自治会関係者と日程調整を行いながら、不良箇所の舗装・補修等を実施し、道路の安

全管理を図ってまいります。 

  地籍調査事業につきましては、賀茂地域１市５町と静岡県で共同実施に関する協定を結び、

平成29年度より実施しております。今年度につきましても、津波浸水区域を含みまして片瀬

Ｉ地区の0.06平方キロメートル及び片瀬Ⅱ地区の0.03平方キロメートルについて、官民全て

の筆界を確認し、津波被害後の迅速な復旧事業に取りかかれるようにするため、業務委託す

る予定でおりますので、対象地区の土地所有者におかれましては、境界立会い等、御協力を

お願いいたします。 

  次に、農林水産関係ですが、昨年の台風15号により被災した、わさび田及び水路の災害復

旧工事を順次発注し、早期完成を図ってまいります。 

  なお、今定例会に白田わさび田前沢水路災害復旧工事請負契約について議案を上程してご

ざいますので、よろしく御審議のほどお願いいたします。 

  そのほか、補助事業など本年度発注工事は、早期発注を心がけまして、施設の安全確保に

努めるとともに、地域経済の活性化に少しでも寄与できればと考えております。 

  景観の保全ですが、名勝の松の木に松くい虫防除のための薬剤を散布いたしました。今後

も注意深く監視し、景観の保全をしてまいります。 
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  次に、観光商工関係でありますが、商工関係は、令和２年度も引き続きまして経済波及効

果が高い住宅リフォーム補助金の助成を実施しておりますが、令和元年度の実績は58件、補

助額987万円で、対象工事費の総額は6,700万円程となり、大きな経済効果が認められる結果

となりました。町民、建築関連業者の双方から要望が強いことから、今後も引き続き制度を

継続していきたいと考えています。 

  次に、生産性向上特別措置法において措置された先端設備等導入計画につきましては４件

を認定しました。この計画は中小企業・小規模事業者等が設備投資を通じまして労働生産性

の向上を図るための計画となっております。これによりまして、当該４件は民間金融機関か

ら融資を受ける際に、信用保証協会から別枠保証が受けられまして、補助金審査時に加点を

得ることができることとなります。商工会を通じまして引き続き制度の周知を図っていきた

いと考えております。 

  次に、イベント関係ですが、現在、ほぼ全てのイベントが中止に追い込まれておりまして、

秋以降に期待するしかない状況であります。特にＪＲグループの大型観光キャンペーンであ

るデスティネーションキャンペーンが、静岡県で３年目のアフターキャンペーンとして、当

町でも「細野高原の星空観察会」や「熱川温泉のキャンドルナイト」などを行う予定でした

が、新型コロナウイルス感染予防の観点から全て中止となっております。宣伝媒体が大きか

った分、誘客効果が見込まれておりましたので、残念でなりません。 

  次に、社会教育関係でありますが、町立の体育センターや総合グラウンド、学校体育館等

の貸出しを中止させていただいたところですが、体育センター、総合グラウンドにつきまし

ては５月18日から、学校体育館等におきましては６月１日から、町内者に限りまして貸出し

を再開しております。消毒をはじめとした感染予防対策を守り、使用してもらうようお願い

しております。 

  また、生涯学習等各種事業におきましても開催することができず、楽しみにしていた皆様

に御迷惑をおかけしているところでありますが、徐々にスタートできるよう検討しておりま

すので、御理解ください。 

  町立図書館におきましても、長期間におきまして休館とさせていただいたところでありま

すが、通常６月に実施しております蔵書点検作業を５月の休館中を活用し完了させました。

６月には休館期間を設けず貸出しを行うことができますので、町民の皆様の利用をお願いい

たします。 

  次に、水道事業関係でありますが、令和元年度の水道事業会計は、３月末で出納を閉鎖い
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たしました。 

  概要といたしましては、収益面では、使用水量の減少により営業収益が前年対比775万円、

1.8％の減収となりました。また、費用面では、台風被害への対応経費の増加などもあり、

純利益は前年対比1,620万円、54.3％の減と厳しい決算状況となりました。 

  このような状況に加えまして、現在のコロナ禍の先行きも不透明なため、今後は収益の大

幅な減少も想定した事業運営を行っていく必要があります。 

  本年度予算に計上した工事の一部は、一旦執行停止し、状況を見ながら課題解決に取り組

んでまいりたいと考えておりますので、御理解・御協力をお願いいたします。 

  終わりに当たりまして、新型コロナウイルス感染症対策は、自らを感染から守るだけでな

く、自らが周囲に感染を拡大させないことが不可欠であります。そのためには１人１人の心

がけが何より重要であります。町民お１人お１人が日常生活の中で「新しい生活様式」を心

がけていただくことで、新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐことができます。御自身の

みならず、大切な家族や友人、隣人の命を守ることにつながるものと考えられます。 

  また、事業者の皆様には、国から示されました「施設に応じた感染拡大を予防するための

工夫（例）」を基に、感染予防の徹底を図りつつ、町内経済活動の維持をお願いいたしまし

て、行政諸般の報告とさせていただきます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第５ 一般質問 

○議長（村木 脩君） 日程第５ 一般質問を行います。 

  本定例会では、各常任委員会の代表者が質問を行い、持ち時間は質問、答弁を含め60分以

内とし、最初におおむね30分、休憩の後に、60分から最初の質問、答弁の時間を差し引いた

残りの時間を持ち時間とします。 

  本定例会は一問一答方式により行います。また、これに伴い、町長の反問権も付与され、

議長の許可の下、行使することが認められております。 

  なお、反問権行使に要する時間は、持ち時間各30分に含めないこととしますので、御承知

ください。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◇ 稲 葉 義 仁 君 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員の第１問、新型コロナウイルス感染者の対応について

を許します。 

  ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） おはようございます。 

  文教厚生常任委員会では、担当の所管である分野から大きく住民関係、それから防災関係、

あと学校関係ということで焦点を絞って３問の質問を準備させていただきました。 

  この質問の内容の取りまとめを始めてからもう一月近い時間がたっておりまして、物によ

っては既に対応済みだよというような内容ももしかしたら含まれているかもしれませんが、

そのあたりはどうか御容赦いただければと思います。 

  それでは、質問を始めさせていただきたいと思います。 

  １問目、新型コロナウイルス感染者の対応について。 

  町民が新型コロナウイルスに感染した疑いがあったり、濃厚接触者として自宅待機となっ

た場合、療養施設や病院に移動するまでの間、町としてどう対応するのか、以下の点を伺い

ます。 

  １、厚労省は、自宅療養中の症状について自己観察リストを公表したが、重症化の兆候を

見逃さないためにはパルスオキシメーターが有効とされています。自宅待機の町民への貸出

し用に、町としてパルスオキシメーターを準備しておくお考えはございますか。 

  ２、自宅待機し外出ができない町民の生活をサポートするために、買物代行などの取組が

必要と考えるが、いかがでしょうか。 

  ３、保護者がコロナウイルス感染症で入院した場合、残された子供の面倒や介護が必要な

家族のケアについては、対象が濃厚接触者となるため、保育施設や介護施設での受入れは難

しいと思われます。入院中の病院で見てもらえる体制づくりなど、町あるいは賀茂圏域での

サポート体制の構築が必要と考えますが、お考えはいかがでしょうか。 

  ４、当町あるいは近隣の市町において、万が一感染が発生した場合、感染拡大を防ぐため

の初動対応が重要となるが、近隣市町、圏域での連携体制にボトルネックとなり得るような

要素の存在はないか。 

  また、状況によっては独自の緊急事態宣言的なものを打ち出していくことも必要だと思う
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が、お考えはいかがでしょうか。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 稲葉議員の第１問、新型コロナウイルス感染者の対応につきましては

４点からの質問ですが、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが、自宅療養中の重症化の兆候を見逃さないため行う自己観察

では、体温計による計測以外に数値化されているものではなく、息苦しさなども主観による

ものとなっております。パルスオキシメーターを活用した血中の酸素飽和度の測定は、呼吸

器の機能を数値化できまして、健康状態を把握する目安となりますが、測定値の判断は医療

専門の方の介入指導が必要かと思われます。 

  自治体向けの「軽症者等の療養に関するＱ＆Ａ」におきましては、宿泊施設での療養中の

方に、看護師が健康観察を行う際に使用するための配備について示されているところであり、

自宅療養中の方につきましても考えるところであります。保健所におきまして対応フォロー

アップしていくこととなりますが、保健所と協議いたしまして必要な場合は貸出しにも対応

できるよう購入をしております。 

  次に、２点目についてですが、自宅待機が必要となる町民の方には、保健所と協議しなが

ら保健師による電話相談など支援を考えております。その際、生活面のサポートが必要とな

った場合は、町としてできる限り対応してまいりたいと思います。 

  次に、３点目についてですが、感染者の家族への対応につきましても、保健所による調整

が行われることになります。 

  保護者が感染し入院したことにより子供が濃厚接触者となり残された場合、検査の結果に

より陰性の場合は自宅待機となりますが、生活面や精神面でのサポートが重要となり、保護

者の代わりに親族等で養育や健康管理をお願いすることになります。可能な親族がいない場

合は、児童相談所と保健所が協議いたしまして、一時保護などの対応を検討することとなり

ます。また、子供の症状等を踏まえまして、保護者の入院先の医療機関へ一時保護委託につ

いて相談をすることも考えております。 

  介護が必要な方が残された場合も、その方の検査結果などを考慮しながら保健所と協議し、

必要な支援につきまして検討することとなります。要介護者の場合にはケアマネジャーを含
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め必要な介護サービスや、また生活援助につきましても保健所と調整を図ることとなります。  

町や賀茂圏域でのサポート体制の構築につきましては、どのような体制が必要かを含めまし

て、今後検討してまいります。 

  次に、４点目についてですが、近隣市町で感染が発生した場合の初動対応、また町独自の

緊急事態宣言的なものとのことですが、まず、町内の濃厚接触者の有無等、県が発する感染

者情報を基に感染拡大につながらないよう、法の定める範囲で町が整備している情報伝達網

を活用いたしまして、町民の皆様に感染予防対策をお願いしてまいりたいと考えております。 

  また、連携体制におけるボトルネックになるような要素とのことですが、当町において感

染者が発生しておりませんので、どのようなボトルネックがあるのか、あらかじめ感染が確

認された市町の対応状況等、情報を得て対応してまいりたいと考えております。 

○議長（村木 脩君） 次に、第２問、避難所での感染症予防のための事前準備についてを許

します。 

  ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） ２問目、避難所での感染症予防のための事前準備についてを伺います。 

  災害が発生し、避難所を開設する場合には、新型コロナウイルス感染症対策に万全を期す

ことが重要となってくるが、以下の点について町の考えを伺います。 

  １、国は、新型コロナウイルス感染症対策の観点から、通常の災害発生時より可能な限り

多くの避難所開設を推奨している。災害発生に備え、指定避難所以外の施設やホテル、旅館

などを避難所として利用できるよう運用や体制の整備を図り、当該施設と具体的な実行内容

を含む協定を締結する必要があると考えるが、いかがか。 

  ２、避難所の開設や運営に当たっては、これまでとは異なった対応が必要と考える。必要

とされる業務を洗い出し、あらかじめ自主防と町の役割分担を明確にしておくこと、あるい

は混乱を避けるため町が主導し、自主防がサポートするような形態に運用を変更すること、

こういったことも場合によって必要と考えるが、いかがでしょうか。 

  ３、自主防や町の職員について、全般的な感染症対策及び避難所のゾーニングやガウンテ

クニック、保健師の巡回等、おのおのに求められる業務についての研修やマニュアルの作成

が必要と考えるが、いかがか。 

  ４、消毒液をはじめとする衛生用品等、避難所運営に関する備品についても、新たに備蓄

が必要となるものが発生すると考えるが、いかがか。 
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  また、例えば発熱者の早期発見に有効と考えられる非接触式の体温計等を用意するお考え

は。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 稲葉議員の第２問、避難所での感染予防のための事前準備につきまし

ては４点からの質問となっておりますので、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが、町が指定する避難所以外の避難場所の確保についてであり

ますが、国・県においては、必ず町指定の避難所に避難するのではなく、家族、親戚、知人

宅等への避難を含めた分散避難、マルチ避難を推奨しております。 

  町では、熱川・稲取両旅館組合と災害協定を締結しており、災害時の受入れにつきまして

は、この協定で対応できるものと考えております。 

  また、今回の新型コロナウイルス感染症対策を産業団体連絡会と協議する中で、今後発生

が危惧される災害時においては、ホテル・旅館に地域住民の避難受入れにつきまして、町の

観光協会長にホテル・旅館等への周知、協力をお願いしたところでありますので、御理解を

お願いいたします。 

  次に、２点目と３点目につきましては関連がありますので一括してお答えいたします。 

  新型コロナウイルス感染症対策対応時の避難所の開設・運営におきましては、災害時要援

護者の避難場所として協定を締結している旅館・ホテル等を活用し、避難所の３密回避のた

め、避難者数をできるだけ少なくする対応を行いまして、避難者のスペースの確保、またパ

ーテーションの設置、また換気等により感染予防の措置を講じてまいります。 

  避難者受入れ時には、発熱、せき、体調の確認や、消毒、マスクの着用の徹底を図りまし

て、体調不良者のためのゾーニングなどを検討し、感染の疑いがある場合は、保健所や医療

機関との連携が必要となってまいります。 

  指定避難所の運営につきましては、原則、自主防と避難者が協力・運営をしていくことと

なりますが、現在、町では、県より新たに示されました「新型コロナウイルス感染を踏まえ

た避難所運営ガイドライン」のたたき台に基づきまして、６月15日に避難所担当関係課にお

きまして、ガウンテクニックなどを含めた机上訓練を実施する予定であります。 

  今後は、訓練の結果と県の完成後のガイドラインに基づきまして、避難所運営マニュアル
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などを準備していくこととなりますので、御理解をお願いいたします。 

  次に、４点目についてですが、想定される災害の種類や、また規模などによりまして、避

難期間や避難者の人数も変化しますので、新型コロナ感染症対策に必要となる備品や物資に

つきましては、種類・必要量など関係課と協議し、検討していきたいと考えております。 

  また、非接触式の体温計につきましては、現在、町が保有する11台を災害時に活用してま

いりますので、御理解をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 次に、第３問、オンライン授業についてを許します。 

  ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） ３、オンライン授業について。 

  感染防止拡大の観点から、長期間にわたる休園・休校措置が取られたが、この間、家庭で

の過ごし方や学習の内容など不安を抱える家庭もあったと聞いている。今後も同様の事態が

発生する可能性が否定できないため、オンライン授業をはじめとした学校での活動全般にお

けるＩＣＴの環境整備が急務だと感じるが、各家庭へのアンケート調査の結果を受け、今後

どのように対応していくお考えか、以下の点を伺う。 

  １、ＧＩＧＡスクール構想に関する国・県の動向及び当町の現在における検討、進捗状況

は。 

  ２、町のアンケート調査の結果は。また、それを受けた現時点での対応の方向は。 

  ３、通信環境の整備や機器の貸出しについてはいかがお考えか。 

  ４、教師への研修等はいかがお考えか。 

  ５、オンライン授業の推進に当たっての課題は。また、それを受けた当面の対応と課題解

決の方向性についていかがお考えか。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） ３問の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（太田長八君） これは教育関係でございますので、教育長より答弁いたさせますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

（教育長 黒田種樹君登壇） 

○教育長（黒田種樹君） 稲葉議員の第３問、オンライン授業については５点からの質問です
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ので、順次お答えします。 

  まず、１点目についてですが、国は令和元年度の補正予算にて、１人１台端末と校内ネッ

トワーク環境整備の補助制度を制定しました。 

  それを受け、当町においても、令和元年度補正予算として環境を整えるための予算を確保

させていただいたところであります。 

  この予算を令和２年度に繰り越し、現在授業を進めておりますが、国からネットワーク環

境整備や端末保管庫などの整備費に上限を設けるとの通知があり、経費を抑制するよう指導

がありました。 

  また、端末についても１人当たりの購入額を４万5,000円とする上限と、全児童生徒数の

３分の２までの補助という制限があり、今年度購入する学年についても、小学校５年、６年

生と中学校１年生とする指示があったため、教育委員会としてもそれに沿って整備の内容を

検討してきました。 

  その後、端末の整備については、コロナウイルス感染症対策によるオンライン授業の必要

性が高まったことから、５月に入り、補助対象の３分の２に変わりはないものの、１人１台

を早急に整備するように文科省から改めて指導があったところです。 

  現在、校内ネットワーク環境と端末保管庫については、補助金の内示があったため見積り

依頼の段階まで来ております。ただ、端末については、国からの内示がいまだないため、少

しでも早く発注できるよう、端末の在庫状況を調べているところです。 

  次に、２点目と３点目につきましては関連がございますので、続けてお答えいたします。 

  各家庭へのアンケート調査につきましては、学校が独自に休校中の家庭での状況を調査し

たものです。質問の仕方に多少の違いがありますが、ほぼ８割から９割の家庭はインターネ

ットにつながる機器があるという結果でした。 

  しかしながら、データ量に上限のある家庭も考えられることから、教育委員会として、全

ての学校において契約プランも含め、家庭でのネットワーク環境を調査する準備をしており

ます。その結果を踏まえた上で対応を考えてまいります。 

  次に、４点目についてですが、オンライン授業を進めるに当たっては、通信機器や環境を

整えるとともに、それらの機器をどのように使って、どんな内容の授業を行うかが重要とな

ります。 

  そのため、教員がＩＣＴ機器を使って指導するための技能の習得をすることに加えて、オ

ンライン授業という新たな教育方法の研修が必要です。 



－22－ 

  教育委員会としては、町内の学校において、今後オンライン授業にも対応できるように教

員研修を行っていきたいと考えております。 

  次に、５点目についてですが、新型コロナウイルス感染拡大防止により、全国の多くの学

校が休校となり、家庭での学習を進める一つの方策として、オンライン授業に取り組んだ教

育委員会や学校があったと聞いております。 

  これまで学校教育において、オンラインでの授業方法が確立されていたわけではありませ

んので、手探りでの取組を始めたという学校が多かったようです。 

  その中で指摘されている課題としては、まず、家庭での通信機器環境が様々であるという

ことです。それに対して教育委員会としては、先ほど述べたような対応をしていきたいと考

えています。 

  次に、学校がオンライン授業のノウハウを持っていなかったことで教員が困惑したことが

課題として挙げられます。これについては４点目で述べましたように、教員の研修と実践を

積み重ねていく必要があります。 

  また、児童生徒の課題としては、一方的な受け身の学習になりがちであることや、集中力

が続かない、デジタル機器の画面を凝視することで視力低下などの目の健康を損なうことな

どが心配される等の課題が挙げられています。 

  双方向のコミュニケーションの在り方や、児童生徒同士のつながりをどう取り入れていく

かの対応策を考えていくことや、20分間画面を見たら目を休ませるなど、オンライン授業に

おける学習ルールを考えていく必要があります。 

  様々な課題は、実際に子供たちと今後オンライン授業を行っていく中で、さらに明確にな

っていくものと思われます。事前に対応策を十分考えていくとともに、授業を進めながら学

校と教育委員会が連携し、教職員の負担が大きくならないような配慮をして、対応方法を検

討していきたいと考えています。 

○議長（村木 脩君） ここで11時10分まで休憩とします。 

 

休憩 午前１０時３１分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 
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  引き続き、３番、稲葉議員の第１問、新型コロナウイルス感染者の対応についてを許しま

す。 

  ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） 御答弁ありがとうございました。 

  それでは、何点か伺わせていただきます。 

  まず、御答弁の中で、パルスオキシメーター、こちらを保健所と協議し、必要な場合貸し

出せるよう購入しておりますという御答弁を頂戴しましたが、今、在庫として購入をしてい

るのかどうなのか、一応確認させてください。 

  その点と、物があったとして、これをいわゆる感染者ではなく、感染がまだ確定しないで

おうちで待機をしている方々、こういった町民の皆さんのために貸し出すということは実際

御検討いただけるのかどうか、ちょっとその辺を教えていただければと思います。 

  まずは、そのあたりから、すみません。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） パルスオキシメーターに関しても事務的なことだし、またこれ、保健

所との関係もありますもので、担当課から説明させます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） それでは、パルスオキシメーターの在庫についてですけれ

ども、現在３台を所有しております。１台は大人用ということ、それから２台については４

歳児から対応できる形のものとしております。 

  それと、感染等に関わる町民の要望に対して貸与が可能かどうかということですけれども、

町長の答弁にもありましたように、医療が絡むということで、本来、その数字を扱ったり、

その出た酸素飽和度等の取扱についての判定というものについて、やっぱり医療専門の方の

介入が必要かと思いますので、単純な貸与については、現在のところ考えてはおりません。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） ありがとうございます。 

  機器の備蓄というか、持っているということで、貸与の部分の話なんですけれども、保健

所が絡むという部分は、特に保健所絡みの部分というと軽症者への対応というところで必然
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的に、御答弁にもありましたけれども、宿泊施設などでは看護師が常駐して、その方々が面

倒を見ながら経過観察のためにその数字をチェックするという意味かと思います。 

  一方で、質問でもちょっとさせていただいた、まだ感染が確定していない状態で自宅で待

機しているような方が出た場合、そういった方々に例えば貸出しをする、数字の判断につい

ては、全然これが心当たりがないというか、かなり理由があって自宅で待機をされている方

という意味では、医師なり、保健所なりに、その数字を基に、自らの体調を報告あるいは相

談するということで、それなりに有効なのではないかと思いますが、そのあたりはどうなん

でしょうか。軽症者とまだ感染が確定していないという部分では、ちょっとややこしいとこ

ろがあるんですけれども、その辺お伺いしたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、感染していない方の基本的な考えは検温ですよね。検温しても

らった中で、出てきたら、やると。 

  パルスオキシメーターに関しましては、個人的対応と、そういうことを言われました。そ

れはちょっと検討させていただくと考えておりますけれども、今まだ３台しかありません、

それをどれだけ町民に貸し出すのかというのが、また必要になってくる、まずは検温という

ことを考えておりますので、検温をやってもらった中で、その辺のもしあったらパルスオキ

シメーター、この辺はまた検討していきたいと考えております。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） 自宅での経過観察につきましては、感染が確定した方の軽

症者が自宅での療養という形の中で捉えております。ですので、感染確定のない方について、

医療機器等を使用した観察については、現在のところ考えはないかなと。 

  それから、保健所があくまでもそういうことでの対応を第一にするものですから、町が独

自でという形はまずないかなというふうに考えております。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） 御事情は理解いたしました。 

  取りあえず今回の質問をさせていただいた前提というか、考え方として、今課長、町長も

おっしゃられたとおり、感染者、これは軽症者であっても感染された方というのの対応につ

いては、基本的に保健所あるいは医療機関が責任を持って行うという形になっているものだ

と理解をしております。それをカバーするというか、その後の質問にございます濃厚接触者
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であったり、感染が確定していないけれども疑われるような方、こういった者が発生した場

合、このあたりの対応が多分、町が一番求められるところに、そういう意味ではなってくる

と思いますので、そういったところを踏まえて、パルスオキシメーターの件は理解いたしま

したが、今後も対応をよろしくお願いいたします。 

  それと、次の質問なんですが、２点目、３点目、買物代行等のサポート体制、それからお

子さんや介護者へのサポート、このあたりの部分なんですけれども、いずれの場合について

も保健所と協議をしながら、場合によっては保健師との電話の相談ですとか、必要があれば

保健所と相談をした上でいろいろ対応を検討していきたいという答弁だったかと思います。 

  その点についてなんですが、実際にそういった方が発生した場合、これは具体的にどこの

課が担当する形になるのかというところと、いろいろな方がいろいろな形でコミュニケーシ

ョンを取っていくようなケースは考えられるかと思いますけれども、その場合に必要な体制

というんですか、そういったものも検討していく必要があると思います。 

  具体的には、職員の皆さんなんかの感染防止の体制なんかも徹底しなければいけないとか、

そのあたりが出てくるかと思います。そういった部分。それから、保健所との協議という部

分については、実際にこういった方が出てきてから協議するというより、ある程度ケースを

想定して、どういう対応を取るか決めておくということも必要ではないかと思うんですけれ

ども、そのあたりのお考えはいかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 感染者が出た場合も、保健所が対応した中で、それに対して町が協力

する、そういう状況でございます。そういうことで、まず濃厚接触者、これが一番大事で、

いかに濃厚接触者がいるか、濃厚接触者にならないような方法、感染者が出た場合は基本的

には保健所対応。 

  そういうあたり現場はほとんど担当は大体健康づくりの鈴木課長がなっておりますので、

具体的には鈴木課長のほうから答弁させていただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） それでは、実際に発生した場合どこが担当するのか、まず

これですけれども、対応するところが保健所ということで、直接に保健所との連携を取るた

めには、窓口としては健康づくり課になろうかと思います。 

  それから、体制ということですけれども、感染された方の環境により体制づくりがいろい

ろ変わるかなと。例えば小さいお子さんがいたりとか、あるいは高齢者の方がいたりという
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ことで、体制についてはその都度考えなければならないかなというふうに思います。 

  それから、保健所との連携のことについてですけれども、連絡調整会議というものを設け

られておりますので、またそういうところで協議等できるように図ってまいりたいというふ

うに考えております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 次に、第２問、避難所での感染症予防のための事前準備についてを許

します。 

  ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） ２問目、今度は避難所絡みの質問でございます。 

  これにつきましては、大体御答弁いただいた内容に基づきまして、順を追って改めて質問

させていただきたいと思います。 

  まず１点目、国・県においては避難場所の確保、このあたりにおいて分散避難、マルチ避

難を推奨しておりますということで御答弁をいただきました。国から出ている計画の改定内

容でも、確かに昨年度の水害などを受けて、必ずしも避難所に逃げるのが全てではなく、安

全なところに逃げる、あるいは自分の自宅が安全ならば逃げないというのも選択肢であると

いうことを、しっかりと周知をしていきたいという話は出ておりますが、一方で、このコロ

ナウイルス感染症の対策の観点を取り入れた対策も必要であるということも並列して出てお

ります。 

  その中で避難所の増設であったり、必要な備蓄品の確保、この辺がやはり重要であるとい

う形で恐らく対策が取られているかと思うんですが、その意味では、この分散避難、マルチ

避難を推奨するとともに、より多くの避難所を確保する、あるいはそれぞれの避難所できち

んとした感染症に対する対策を取るということも、同じように強く求められているものだと

思うんですが、そのあたりのお考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、避難所に関しましても、壇上で言ったように、１か所に集まる

のではなくて、３密を避けるという中で、大分時代が変わってきましたので、３密を避けた

中で避難所運営をしていかなければならない。その中で、取りあえず町は、６月19日に担当

が机上訓練をやりまして、県の暫定的なガイドラインに沿って。それを基に県が７月の上旬

あたりに新聞報道によりますと確固たる形をつくると。それに対しまして、町は町の運営計
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画はつくっていきたい、そういう考えいくと。 

  備蓄とかいろんなことに関しましては、後で担当から説明いたします。よろしくお願いし

ます。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長兼防災監（竹内 茂君） それでは、避難所の確保についてでありますが、当然町

としましては、今の公共施設が中心になりまして指定避難所としております。それと、各地

区の公民館、防災センターが位置づけをしております。 

  先日、観光商工課のほうで両旅館組合と協定を結んでおりますので、そういう場所のホテ

ル、旅館を活用すると。あと、公共施設に準じたような施設があれば、順次、町のほうとし

ては避難所を確保していきたいとは考えています。ただ、避難所が多くあれば移すのかとい

いますと、当然、そこにはマンパワーの部分もいろいろ課題が出てくると思います。ただ広

げても、そこで運営が果たして十分できるかということも考えますと、ただ広げればいいと

いうことではないというふうには考えておりますので、それも対応を考えながら対応してい

きたいと思っています。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） ありがとうございます。 

  避難所を広げればいいわけではないというのは全く同意いたします。そのあたりについて

なんですが、まず、熱川・稲取の両旅館組合と結ばれている災害協定、こらは、具体的にど

のような形の内容の協定を結んでいるのか。特に実際の避難所開設に当たっての役割ですと

か、どういう段階になったらどうする、そのあたり、具体的な内容がどういう形になってい

るのかというところが分かれば教えていただきたいと思っております。 

  あわせて避難所ということでいうと、今も話にちょっと出ましたけれども、今御答弁でも

いただきましたとおり、かなり自主防が避難所の開設には大きな役割を果たしていただいて

おりますが、この自主防と今回のコロナウイルス感染症の対策が必要となったという部分を

含めまして、避難所の開設について何らかの協議を行っているのか。行っているとすれば、

どのような話合いを持たれているのか、そのあたり２点について教えていただければと思い

ます。 

○議長（村木 脩君） 町長。 
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○町長（太田長八君） 自主防に関しましては、まだ話合いをしていません。前回の区長会の

ときに、自主防の会長、区長さんたちから、早急にこの運営のマニュアルを作ってほしいこ

とを言われました。 

  そういう中で、さっき言ったように、一応、６月19日に机上訓練をやって、そして７月の

上旬に県が新たなガイドラインを出すと、そういう中で、町の運用を早急に出していきたい

という話をした中で、自主防とは実際問題起きたときにはどうしましょうかということをま

ず話し合って、自主防のほうから早急にやってほしいということを言われましたもので、こ

れは早急に作っていきたいと考えております。 

  あと、協定書の内容に関しましては担当から。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長兼防災監（竹内 茂君） それでは、協定の内容になりますが、基本的には災害時

の要援護者、要は要配慮者を中心とした受入れというふうな内容になっております。 

  その中で、対応とするのは、宿泊、入浴、それから食事の提供という形になっております。

対象とする範囲の中では、要配慮者になりますが、その他集団生活等が困難な者という形に

なっておりますので、この辺の部分を町としては準用させていただいて、当然、３密になる

のを避けるという意味で、この辺をまた御協力をいただきたいなと思っております。 

  それと、自主防災会との協議につきましては、先ほど町長が申しましたように、まだ細か

な内容が、町としてのガイドラインもしくはマニュアルを、これも住民福祉課等が検証した

中で、町のマニュアルはどういうものがいいかというものを踏まえた中で、自主防災会と今

後協議して、避難所の運営、それからどういう役割をそれぞれ分担をするのかということを

決めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） まず、旅館、ホテルの協定の件については、つまり災害時の要援護者、

少なくとも現状はこういった方々の避難場所として協定を結んでいると。これを今後は、場

合によってはもう少し対象を広げるということも検討をしているということなのかというこ

とと、あと、避難所の３密回避のために避難所をできるだけ少なくする対応を行う、このあ

たりが、多少このホテル、旅館のところにもかかってくるかと思うんですけれども、そうす

ると、普通の方もある程度、逆に言えば旅館、ホテルに避難していくことも想定というか、

これから想定していきたいということだと思うんですけれども、この場合の避難の仕方のと
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ころ、３密を避けるという意味で、ちょっと細かい話になりますけれども、今まである通常

の避難所に一旦避難してから例えば旅館等に分散するのか、ある程度の地域、地域について

は、あなた方はこちらの旅館ねというのをある程度示した上で、それぞれに避難をさせる形

を取るのか、そのあたりがどうなのかというところ。 

  また、ちょっと具体的になっちゃいますけれども、避難スペースの確保ですとか、パーテ

ーションの設置、それから避難所のゾーニング、この辺というのが多分、かなり感染症対策

に絡んでくるところで、恐らく自主防の皆さんもこのあたりがはっきりしないと、今後、避

難所の開設も本人たちも不安だと思うんですよね。このあたりを具体的にどうしていくかと

いうか、これは結局、マニュアルとかで決めていかなきゃいけないことだと思うんですけれ

ども、そういう意味で、災害の協定を結んでいる旅館、ホテル、ここと自主防、こういった

避難所の運営に関わる皆様と町との役割分担というのを、今まで以上にはっきりと明確にし

て、準備すべきものは先に町で準備するということも必要かと思うんですけれども、そのあ

たりいかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長兼防災監（竹内 茂君） それでは、避難所の自主的な運営のかかわりになると思

いますが、この協定に基づきまして、稲葉議員からもありましたように、一般の住民の受入

れということは想定した中で御協力をお願いしていきたいというふうに考えています。５月

になりまして、国のほうからもホテル、旅館等の避難所にする場合の協定書のひな形等も出

ておりますので、それも踏まえた中で、新たにそういう形で締結をし直すのかということも

含めて考えていきたいと思います。 

  それと、避難の住民をあらかじめ決めておくかということになりますが、ただ、災害の状

況によっても避難場所が限られているというか、そこには避難できないとか、あと、ホテル、

旅館ですと当然宿泊者の方もおられますので、ただそこに行っていいですよというのは、な

かなかできないかなと思っております。ですから、その辺については今後、どういう形がい

いのかはしっかりと決めさせていただきたいというふうに考えております。 

  それと、マニュアルに基づいた中で、当然、ホテル、旅館の従業員の方、それから経営者

の方、それと自主防等ともちゃんとその辺の連携を深めるために研修会とか、マニュアルに

基づいた役割分担をきっちり決めていきたいというふうには考えております。 

  それと、ゾーニング等に関しましては、国のほうから、避難所であればこういう配置がい

いですよというのは示されておりますので、各避難所でどれだけの体制が取れるのかも含め



－30－ 

た中で検討はしていきたいと思っています。 

  それと、物資については、当然いろいろ今出ています段ボールベッド等がありますが、そ

れについてはうちのほうもいろいろ検討しておりますが、どうしても湿気が多いこの地域で

すので、数年たつとカビが発生してしまうということもあって、なかなか衛生面が確保でき

ないということもありますので、その辺については、また検討をさせていただきたいなとい

うふうには思っております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 取りあえずワクチンができなければ、ずっとこれやらなきゃならない。

ワクチンができれば、また違った方向の、まずワクチンができないときは、もう先回りして

対応していきたい。 

  ゾーニングに関しましては、課長が言ったように、テントまた段ボール、シートとか、何

が一番有効か、そして何が一番もつか、いろんな面で今検討しておりますので、それに対し

６月15日に担当課が机上訓練の中で一応やりますので、それをちょっと見た中で、また考え

ていきたいと考えております。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） ありがとうございます。 

  なかなかこうやって質問していても、想定しなければいけないことが大変多くて、すいま

せん、まとまった質問がこちらもできていなくて申し訳ないんですが、例えば、先ほども段

ボールベッドの話なんかもありました。あと、衛生用品とかなんかの備蓄の話でも、必要数

をこれから検討していきたいという話がありましたけれども、本当にいろいろ検討すべき範

囲が広いというところで、これ資料として配付させていただいた「人と防災 未来センタ

ー」というところの避難所開設での感染を防ぐための事前準備のチェックリストの簡易版と

いうことでございます。 

  ばあっと見てみると、一通りのことが非常に網羅されていて、自分の中でも頭の中の整理

にすごく役立ったなと思うんですけれども、こういったものを利用して町のマニュアルづく

り、避難所の開設に対する準備を進めていくというお考えがあるのかどうかというところと、

一方で、これだけ検討することが多い中で、これから夏を迎えるというところだと検討が間

に合わないという可能性がというか、検討している最中に、例えば大雨が降ってとか、地震
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が起きたりという可能性もないわけではないと思うんですよね。ここに対してどうしろとい

うのもあれなんですけれども、そういった部分のところも含めて、今現時点で取れる対応は

どこまでなんだというところを、常に多分、当局側が頭の中に入れて、自主防と連携を取り

ながら対応をどんどん完璧にしていくということを進めていかなきゃいけないかと思うんで

すけれども、そのあたりいかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長兼防災監（竹内 茂君） それでは、今稲葉議員からも提案がありました、頂いた

この資料を見させていただきました。当然このチェックシート等、このほかにも国からいろ

いろなチェックシートも出ております。そういうものをマニュアル化したほうが、町として

も手っ取り早いかな、皆さんに周知ができるかなと考えております。ですから、これについ

ては参考にしていきたいというふうに考えています。 

  それと、町のほうでこれから体制を検討している中で、当然、地震とか水害等の発生も危

惧されます。それにつきましては、今あるキャパの中で何ができるかというのは、防災課を

中心に、いろいろな状況を把握した中で対応していきたいというふうに考えております。 

  先ほど医薬品等もありましたが、医薬品等の備蓄につきましては、今なかなか確保ができ

ないという中で、国のほうからも、なかなか確保できないところについては要望を上げてく

れいというところもありますので、それについては県を通じて要望を上げたりという形で対

応はしていきたいと思います。ただ、薬品になりますと当然保存期間が決められております

ので、大量にやっても、その部分の後の処理をどうするかとか、いろいろ問題も絡んできま

すので、その辺はそれぞれの状況に応じて対応していきたいと思っていますので、よろしく

お願いします。 

○議長（村木 脩君） 次に、第３問、オンライン授業についてを許します。 

  ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） それでは、質問させていただきます。 

  １点、まず確認だけさせてください。ＧＩＧＡネットワーク構想に絡めての話のところで、

端末の補助のところが１台４万5,000円の、全校生徒数の３分の２までという制限だという

御答弁を頂戴しました。一度お話をさせていただいたときもいただいた話で、ちょっと再確

認なんですけれども、残る３分の１の部分が既に地方財政措置が講じられていて、その中で

やってくれという話になっているということがあるので、こういう形になっているという理
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解でよろしいでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） 以前、そのお話をさせていただいたときにも、国はそ

のスタンスで対応してくれということでございまして、今般、結構、説明会なども国は行っ

ているんですけれども、その中でも、これまで地方財政措置をしてあるところで３分の１の

分は賄うということで、ただ、今後も支援はしていくという言い方はしていますので、そこ

だけで、もう絶対に今後は補助しないというイメージではなさそうな部分もありますので、

また国の動向を見ながら、この対応を検討してまいりますので、御理解いただければと思い

ます。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） ありがとうございます。 

  そういった中で、まだ端末については国の内示がないというところと、どこの地区でもこ

うやって同じようなことをやられていると思うので、在庫状況を調べているというところだ

と思うんですけれども、実際問題として、今あまり明確な見通しというのは出てこないかと

思うんですけれども、目安とすると、この端末の部分の確保にどのくらいのところが妥当な

時期なのかなというところで、何か一つ明確な考え方というのはあるんでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） 現在のところですが、端末についてノートパソコン型

を優先する学年があるというか、それのほうがふさわしいというところと、小学校につきま

しては、慣れてもらうためにタブレット形式のもののほうがいいんじゃないかという意見も

ありますので、そのどちらも今、どういう納期になるかを確認しているところであります。 

  ノート型にしても、タブレット型にしましても、国の示している上限の額では機器の購入

のみという形になりまして、どこのメーカーもそれに付加としていろいろなものをつけてこ

ないと売ってくれないような状況もあるんです。その辺は、ちょっと国からも指導をお願い

したいなと思うところもあるんですけれども、基本的には５万5,000円から６万5,000円の範

囲には必ずなってくるということで、それでも必要最低限という形のものですので、納期の

確認といたしましては、最短、言い値のままで買えば８月から９月には何とかなるんじゃな

いかなとは思うんですけれども、それについてもいろいろな条件をつけられるものですから、

その辺精査しながら、なるべく有利で最短の方法を今検討してございますので、御承知いた
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だければと思います。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） ありがとうございます。 

  なかなかこのハード面の準備でも、これだけ一どきにとなると難しいところはあるかと思

うんですが、何分このような状況なので、そのあたりも引き続き御検討というか、頑張って

いただきたいと思います。 

  それと併せての話なんですけれども、アンケートを取った結果で、また改めてネットの通

信環境等も含めて皆様、御家庭がどのような状況かというのを精査した上で、また今後の対

応を検討したいという答弁をいただきましたけれども、ハードも含めて、学校自体が準備を

するのに時間がかかるという中で、当面の話で言うと、やはり町長の御答弁にもありました

けれども、また冬に再感染なんていう話が出たり、そういう意味で言うと、いつ何どきまた

学校に来れないような状況があるかも分からない。ないほうがいいんですけれども、そうい

う中でいきますと、何らかの形でこのオンライン、ＩＣＴの活用というのは、不完全な形で

あろうが何だろうが、ないよりはいいだろうというところも含めてなんですけれども、ある

程度走っていかなきゃいけない部分も出てくるかと思います。 

  そういった意味合いも含めて、アンケートの結果を受けた後の話ですけれども、通信機器

あるいは端末の貸出しも含めて、何らかの対応を取っていくおつもりがあるのかどうか、そ

のあたりの考え方についてお聞かせください。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） 今、御質問、御意見いただいたとおり、これからもまだコロナの感

染が拡大して学校が再度休校になることも考えられます。そのときに、機器の導入の状況は

先ほど局長からお話ししましたけれども、どれぐらいの時期に学校のＩＣＴ機器が充実する

かは、まだ見通しははっきりしておりません。 

  ただ、秋とか冬とか、再度休校が考えられるようなその時期までに、何らかのオンライ授

業ができるような対応も考えなければいけないという、そういう方向も考えますと、通信環

境を把握させていただいた上で、前にちょっとお話ししたのは、学校ごとに大まかに通信が

できるインターネットの機器があるかということを聞いた学校はありましたので、それでい

くと８割から９割、アンケートを取った学校ではインターネットができるというお話でした。 
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  それにさらに、教育委員会としては、もっと細かい通信環境も調べさせていただいて、そ

の後ですけれども、まずは学校機器がそろわないとしても、まずは御家庭の機器を、インタ

ーネットのつながるような機器を使わせていただきたいと。これは私どもの考えだけではな

くて文科省も、これから学びの保障という考え方の中に、まずは家庭の通信環境や通信機器

を利用させていただくということを方策の一つとして挙げております。そこをまず考えてい

きたいと。 

  そして、貸し出せるものとして、通信の設備、ポケットＷｉ－Ｆｉ的なものをたくさんと

はいきませんけれども、早くに準備ができれば貸出しも行いたいと。それでまだ難しい状況

があるようでしたらば、可能な児童生徒は学校にも来てもらって、学校の環境の中で、少な

い人数であれば休校中でもＩＣＴ機械を使ったオンライ授業に対応してもらえるのではない

かという、そこの辺のところまで現在考えております。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） 御答弁ありがとうございます。 

  なかなか限られた時間の中で難しいところはあるかと思います。こういったＩＣＴ、オン

ラインを使った学校の活動という意味では、今教育長がおっしゃられたとおり、学校にいな

くてもいいというのをひっくり返せば、学校に少ない数がいてもいいということでもありま

すので、どういった手が取れるかというのをいろいろと御検討いただいて、そのとき、その

ときで取れる最善の手を打っていただいて、皆さんが楽しく学校での生活あるいはオンライ

での生活というものをしていただけるような取組を、これからもお願いいたします。 

  あわせて、本来の目的であるオンライン授業のところ、研修のところですよね、先生方、

この辺も進めていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 以上で３番、稲葉議員の一般質問を終結します。 

  この際、午後１時まで休憩します。 

 

休憩 午前１１時４７分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 山 田 直 志 君 

○議長（村木 脩君） 午前に引き続き、一般質問を行います。 

  14番、山田議員の第１問、新型コロナウイルス感染症による影響と経済対策についてを許

します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 私は、総務経済常任委員会の皆さんを代表して一般質問させていた

だきます。 

  まず、新型コロナウイルス感染症による影響と経済対策についてを伺います。 

  政府の緊急事態宣言の発令により、外出や移動の自粛が求められ、観光立町である当町の

経済と町民生活は大きな影響を受けてきました。 

  そこで、以下の点について伺います。 

  １、感染症による経済への影響について、町はどの程度把握しているか。 

  ２、感染症の拡大を防止するために行った飲食店、観光業者への休業要請の対象と協力事

業者数、協力金の総金額は。 

  ３、事業者向け各利子補給事業の利用件数と総金額は。 

  ４、町の事業継続化支援金の申請状況。 

  ５、国の特別定額給付金の申請と支給状況は。 

  ６、町民への経済的な支援策を考えているか。 

  ７、経済活動の再開の大前提は、旅館をはじめとした観光施設での感染症予防対策を行う

ことである。町は現状と対応についてどうなっているのか。 

  ８、国の観光復興支援、「Ｇｏ Ｔｏキャンペーン」と連携した観光誘客対策は計画され

ているか。 

  ９、今年度予定している観光イベントや宣伝の取組はどうなるのか。 

  以上、お伺いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

○議長（村木 脩君） 町長。 
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（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 山田議員の第１問、新型コロナウイルス感染症による影響と経済対策

については９点からの質問になっておりますので、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが、感染症による町内経済の動向は、特に観光産業への影響が

深刻であり、今年の１月こそ入湯客数が前年対比で2.1％増えましたが、２月から新型コロ

ナウイルス感染症の影響が徐々に出始め、２月の入湯客数は前年対比4.2％の減、３月にな

ると45.1％の減となりました。宿泊者のキャンセルも増え、２月は１万8,746人、３月は３

万6,429人を超えました。 

  ４月以降はさらに深刻さを増しまして、７日には７都道府県に対し非常事態宣言が発令、

16日にはその区域が全国に拡大されたことで、県をまたいでの人の移動に制限が叫ばれまし

て、集客そのものができない状況となり、ほぼ全ての宿泊施設が５月31日まで休業いたしま

した。これらの影響により、入湯客数を基に算出される２月以降の経済損失額は46億円程度

になると推計されます。 

  なお、規模の大きな旅館を中心に、引き続き６月末まで営業を控えるところもあり、収益

を生み出せない状況が今後続くようであれば、廃業する旅館、ホテルも出てくるものと思わ

れます。 

  また、観光産業については、その裾野が広いことから、町の商工業者にも広く影響が出て

おり、宿泊施設に関連する卸売業者や取引業者、施設内で営業をされている事業者、土産物

店、土産物の製造業者、飲食業者などの落ち込みが大きくなっております。 

  一方、一次産業にも影響が出ており、農業関係では高級食材のワサビや、式典・催物など

が控えられたことによるカーネーション等の販売の不振、また水産業関係ではブランド化さ

れている稲取キンメの価格低迷が響き、売上げが悪化しております。 

  次に、２点目についてですが、飲食店への休業要請については、夜間営業しているスナッ

ク、バー、居酒屋などの飲食店で午後６時以降の営業を自粛した町内事業者を対象といたし

まして、協力事業者は75件、総額1,500万円の支出となっております。 

  観光業への休業要請につきましては、旅館・ホテル・民宿・ペンションなどの宿泊業、観

光レジャー施設、ダイビング業、遊漁船の営業を自粛した町内事業者が対象で、協力事業者

は88件、総額1,760万円の支出となっております。 

  次に、３点目についてですが、県の新型コロナウイルス感染症対応枠での経済変動対策貸

付に係る利子補給は、５月末現在、利用件数は36件、融資決定総額は10億8,000万円、利子
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補給予定総額約1,300万円となっております。 

  なお、５月１日より国の第１次補正予算で可決成立した国連携新型コロナウイルス感染症

対策貸付の新たな制度の運用が始まり、国が３年間の利子補給を行うことが決定いたしまし

た。この制度は、従前の制度と併用して運用されるため、金融機関には、町の支出抑制のた

め、新制度での貸付けをお願しているところであります。ちなみに融資の際の申請に必要な

町の認定につきましては、新旧制度合わせて、６月５日現在102件の事務処理を行っており

ます。 

  雇用調整助成金に係る緊急支援融資に対する利子補給につきましては、金融機関への問合

せはあるものの、今現在、融資の申込みはないとの報告をいただいております。 

  次に、４点目についてですが、事業継続化支援金につきましては、６月１日から８月31日

までの申請期間を設け、東伊豆町商工会で受付事務を行っております。商工会からの報告に

よると、６月５日現在205件の申請となっております。 

  次に、５点目についてですが、特別定額給付金につきましては、５月11日に申請書を発送

し、５月末現在で申請受付件数は全6,269世帯の92.8％に当たる5,817世帯、給付世帯数は

85.5％に当たる5,361世帯となっており、10億6,400万円が給付済みとなっております。 

  申請受付期限は８月13日までとなっておりますので、今後も可能な限り多くの方に給付で

きるように取り組んでいきたいと考えております。 

  次に、６点目についてですが、今後の支援策につきましては、財源の確保が一番の問題で

ありまして、国の第２次補正予算案の自治体向けの臨時交付金に期待するところであります。 

  このように財源の担保が条件となりますが、町では消費喚起による町内経済活性化と生活

支援の要素を併せ持つプレミアム商品券の発行について、関係団体と協議していきたいと考

えております。 

  次に、７点目についてですが、御承知のとおり、町内のほとんどの宿泊施設については５

月31日まで休館しておりました。６月１日から徐々に営業を再開し始め、旅館独自の感染予

防対策をホームページで発信しているところもあります。 

  町では、県が県内宿泊・観光施設向けの感染症対応指針を５月26日公表したことから、こ

れを基に町の観光協会関係者を中心に、従業員に対する安全対策も含め、独自の感染予防マ

ニュアルの策定を行っており、早急に取りまとめ、公表及び周知を図っていきます。 

  次に、８点目についてですが、令和２年５月26日の緊急事態宣言の全面解除を受け、国の

第１次補正予算で可決された観光復興支援の「Ｇｏ Ｔｏキャンペーン」を７月下旬より実
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施することが、政府から発表されました。 

  このキャンペーンのメニューの中で誘客対策として位置づけられているのが「Ｇｏ Ｔｏ

トラベル」になります。国内旅行の代金を、１泊当たり最大２万円で半額補助するほか、土

産物店などで使えるクーポン券を発行する内容となっております。 

  この需要喚起策については、全国規模で多額の資金が投入されることから、直接的な連携

は難しいと考えており、町の観光協会関係者と協議した中で、「美伊豆」や静岡県が行う誘

客対策との連携を図っていくことを考えております。 

  次に、９点目についてですが、夏までに予定されていた観光イベントにつきましては、ほ

ぼ中止が決定しております。秋以降の観光イベントについては、実施する方向で調整してお

りますが、新型コロナウイルスの感染状況を見ながらの判断になろうかと思われます。 

  観光宣伝につきましては、全国で緊急事態宣言が発令されている間は情報発信できません

でした。今後は、感染拡大や非常事態宣言の発令等の状況を見ながら、誘客対策を中心とし

た観光宣伝を行っていきたいと考えております。 

○議長（村木 脩君） 次に、第２問、新型コロナウイルス感染症対策による町の財政運営に

ついてを許します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 第２問、新型コロナウイルス感染症対策による町の財政運営につい

てお伺いいたします。 

  感染症拡大により町経済が疲弊し、町財政にも影響は及んでおります。 

  そこで、以下伺います。 

  １、今年度予算に対しどのような影響を見込んでいるのか、予算の組替えなどの対応策を

考えているか。 

  ２、感染症対策事業の総金額と財源構成はどうなっているのか。 

  ３、財政調整基金及びふるさと納税基金の残高は現在どういう状況にあるのか。 

  ４、歳入の減収分を補てんするために、新たな財源確保を考えているのか。 

  以上お伺いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 
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○町長（太田長八君） 山田議員の第２問、新型コロナウイルス感染症対策による町の財政運

営について４点からの質問となっておりますので、順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、今年度予算の影響につきましては、３月の時点で最大２億円の減

収を見込み、最低限の対応として、歳出における約8,000万円の執行停止を命じたところで

あります。 

  今年度はスタートして２か月余りですので、これからの感染症の状況による町税等の収入

への影響や、また国の支援策を見ながら、執行停止の解除及び予算の組替えを今後の補正予

算において実施する予定であります。 

  次に、２点目についてですが、これまでの感染症対策事業の総金額は14億3,940万7,000円

となります。これに対する財源は、国庫支出金が12億9,940万8,000円、県支出金が2,050万

円、一般寄付金100万円、ふるさと納税基金から6,100万円、財政調整基金から5,749万9,000

円といたしております。 

  次に、３点目についてですが、本定例会に上程してございます一般会計補正予算（第５

号）後における基金の残高は、財政調整基金が２億9,094万9,257円、ふるさと納税基金が２

億5,029万8,813円となります。なお、ふるさと納税基金の残高には、本年度当初予算に計上

した見込み積立額8,805万5,000円を含んでおります。 

  次に、４点目についてですが、新たな財源につきましては、新型コロナウイルス感染症に

伴う地方税の徴収猶予特例債や減収補てん債などの検討を行っているところであります。 

  このように国の制度を活用して安定的な財政運営を行っていきたいと考えております。 

○議長（村木 脩君） ここで、14時まで休憩とします。 

 

休憩 午後 １時１５分 

 

再開 午後 ２時００分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

  引き続き、14番、山田議員の第１問、新型コロナウイルス感染症による影響と経済対策に

ついてを許します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 
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○１４番（山田直志君） ここからは一問一答でいきたいと思います。 

  町長も壇上で、町内経済、町民生活への影響というものをいろいろと御説明されました。

この辺の問題につきましては、町の持続化支援金の形の申請が出てくると、言わば1,000事

業者ぐらいの方々の業種、職種にもよって、いろんな形で影響の実態というのが把握できる

と思います。この辺は申請が終わった段階でしっかりとまとめたもの、また、その中で業

界・業種どういう影響を受けたのかということについては、ぜひ町民や議会にも分かるよう

に御説明をしていただきたいというふうに思います。 

  行政報告では、特別定額給付金の問題について、町民の皆さんがというふうに言って、町

長のほうから感謝をされるような表現もあるんですけれども、実は、私聞いていると、今町

民の皆さんから、うちの町は早かったねと。この点では非常に町民の皆さんからは役場頑張

ったという評価をいただいて、私なんかもそういう声を町民の皆さんからも聞いています。

だから、これは町としてその責任を果たせたということだろうと思うので、町長が、町民が

早く申請してくれたからだとかというよりも、職員も一丸となって町民の皆さんに早く届け

るために努力したということの結果であって、それはそういう問題として、町民の皆さんは

感謝している。それはちゃんとそのことは受け止めていただきたいと思います。 

  その上で質問なんですが、２点目のところで質問しました感染の防止対策の問題での線引

きの問題です。いわゆる昼間営業している飲食店なんかが現実的には外れました。夜間営業

についてはこうだとありました。ただ、やっぱり実際の問題からしますと、我が町の飲食店

でも、それを目指してオートバイや車で食事を食べに来るという人たちが、実際そういうお

客さんいらっしゃいますよね。だから、商売している飲食店の方々もすごく不安だった。逆

に、不安だから店を閉めちゃったという人たちもいたわけなんですよね。 

  だけど、町が引いた線引きというのは、宿泊であったり飲食であったり、とりわけ観光関

連でも町外、県外の皆さんが多数集まるという３密だということだったんですけれども、し

かし、一般的に見ると、町内の飲食店、昼間やっているいろんなお店だって、かなりの部分

は観光客で成り立っていて、そういう点では、この線引きは、国が決めた、県が決めたとい

う線引きはあったけれども、町の線引きはもう少し工夫をする点があったんではないかとい

うふうに私は思うんですね。町長、この点はまずどうお考えですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、休業要請の件で、基本的に町は、山田議員言ったように、国が

夜の３密、これを防げと、また県知事も夜の３密を防げと。もちろん町もそれに沿った中で
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やりました。それがよかったとか、これからはそういうことも聞きますもので、それは反省

材料として山田議員が言ったようなこともあったかもしれない。しかし、原則的には、国・

県に沿った中で町はやったということだけは理解していただきたいと思います。 

  そういう中で、いろんな飲食店の方も自主的に休業した。これは本当に頭が下がる思いで

ございますけれども、今回は一応、国・県の要綱の中で町は動いたということは理解してい

ただきたい。 

  そういう中で、休業要請ということで、基本的には要請すればその補償がセットになると

考えておりますもので、国・県はただ要請するだけ、８時までやってくれという中で。町は

取りあえず要請プラス補償という中でやったということは理解していただきたい。そういう

中で、山田議員が言ったことも、そういう声も聞こえますもので、それは一つの反省材料か

なとは、今自分自身は検証しているところでございます。 

  さらに、特定給付金に関しましても、これは職員、本当に一生懸命やりました。夜も徹し

てやった中で、いち早くできたということは、本当にこれは職員プラス住民のおかげと私は

考えております。 

  さらに、持続化給付金につきましても、これは絶対検証が必要でございますから、それは

もう締めた段階で、また業種に対しましては様々な方面で、また知らしめていきたい、そう           

考えておりますもので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、この飲食店の問題というのは、線引きは確かに国・県のとお

りにやったといえばそうなんですけれども、でも、町の実態からすると、やっぱり町民の皆

さんもそこへ町外の車が来ている、オートバイが来ていると思うとやっぱり心配になって、

結局、飲食店に行かなくなるというようなことも起きていまして、営業しているほうもそう

だし、そういうことが重なってくるとお客さんが減ってくるので、営業を閉めざるを得なか

ったと。これは国・県の画一的なルールだけではなくて、うちの町の実態として、今後よく

検討していく必要がある分野だと思いますので、町長、検討のほうを表明しましたので、ぜ

ひ今後の問題としては検討していただきたい。 

  次に進みますけれども、町民への経済対策の問題なんですよ、町長、行政報告でも言われ

ましたけれども、国の特例定額給付金の非常に早い申請状況とか、町の事業の支援協力金の
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問題についても、まだ５日の段階で、既に200件の申請が上がってくるということを考えて

みても、町民の経済状況というのは本当に厳しいものがある。それがやっぱり反映している

と私は見ておりまして、給付金が通知が出る前、特に４月の後半からゴールデンウィークの

間というのは町民の皆さんとお話ししていても、非常に殺気立ったような、それは収入が得

られない、仕事がなくなった、どうしていくのかというようなことの不安も含めてですけれ

ども、非常に殺気立ったような町民の皆さんの表情、言葉というものを耳にしてきました。 

  そういう点で言うと、一定給付金が出たり、いろいろ進んできたんだけれども、町長が最

初に言われたように、町内経済、町民生活に広く影響が及んでいるという中で、ここが非常

に町民への支援というものが、必要性というものが高まってくるんだと思うんですけれども、

町長は先ほどの答弁で、生活支援と連携したプレミアム商品券ということも表明されました。

この辺の構想というものは、具体的にはどういう構想なんでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的には財源確保という中で、今やっている２次補正で臨時交付金

が２兆円来ます。その２兆円の使い方も今日の新聞である程度書いてある中で、それを財源

といたしまして、基本的には今まで20％やっておりましたけれども、最低30やりたいなと。

しかし、うまくいけば50できればいいのかなと、そういう考えでございます。 

  そういうので、まずは何％来るか、どれだけ財源がのるか、そういう中でもプレミアム商

品券はやっていきたいと考えていますので、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 僕は、プレミアム商品券という形が今回いいのかなというふうに実

は考えていまして、というのは、町内全域でいろんな職種の皆さんに影響があるという中で

いくと、本当にただプレミアムで金額を増やしただけでは、いろんなところにお金回ってい

かないんではないかなという考えもございます。 

  西伊豆なんかも、当初、現金給付というふうな形のものを計画したけれども、やっぱりそ

のまま夕陽券というような形になったようですけれども、それでも町内へ何とかお金が流れ

るということが前提でした。 

  ただ、私、いろいろ聞いていますと、例えば旅館なんかが閉めたことによって、パートや

そういう臨時の仕事がなくなってくる。結果的に、それは飲食店で食べることも減れば、理
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美容院に行くことも減れば、いろんな職種のところでそういう減少というのは起きているわ

けで、当然、新聞屋さんも、新聞を取らなくなって減りましたから、いろんな業界・業種が

そういう状況だと思うんですね。そうしますと、一般的に町内だけで使われるという形がい

いのかなという感覚があります。 

  それは、例えば沖縄あたりだと、最高村民１人当たり５万円給付したなんていうところも

ありますけれども、うちの町の財政でそういうことができるわけでなく、先ほど町長言われ

たように、臨時交付金あたりを財源に見通すしかないわけなので、そういう中では苦しい懐

なんですけれども、そんな中でも、例えば飲食店で使える1,000円の券とか、理美容で使え

るとか、一定の職種なりを、ある面方向づけして、というのは町民の生活を守らなきゃなら

ないんですけれども、同時に町の旅館だけでなくて商店、経営をみんな守っていくためには、

ある程度そこに向けてお金を流していく、それは短期間でないにしても、長期間かけてもそ

こへお金を流し込むというような政策がないと、先ほど言われたように、町民のありとあら

ゆる業者に影響が出ているのに、なかなか、西伊豆が考えたのは、現金でやったら、みんな

ある大型商店に全部流れちゃうよねと。これがあったから見直しを図ったわけで、当然生活

していくためにはお金が必要で、それは食料品を買うということが第一なんだけれども、今、

町が考えなきゃならないのは、町にあるあらゆる産業の方々をできるだけ守っていく。 

  そして、それは持続化支援という形で10万円のお金も出すけれども、もう一つ大事なこと

は、商業者の皆さんが一番うれしいことは、この10万円のほかに常連のお客さんが戻ってく

るという、人の流れを生まなければ、やっぱり商売を続けてられないということになってい

くんではないかと思うんですね。そういう点では、プレミアムという形がいいのか、町長も

何らかの救済措置をしていこうというお考えがあるわけですから、私は、ぜひ生活の支援と、

この町内の経済循環をつくると、この視点に立って、策はぜひ御検討いただく必要があるん

ではないかなと。 

  その金額は、別に１万だからいいとか、多ければいいとかというふうには思いません。そ

れが町ができるレベルが3,000円であるのかもしれない、5,000円かもしれない、でも町とし

て町民の生活と町内の商売している皆さんを励ますためには、こういう町内循環をつくらな

ければいけないということだと私は考えておりますが、いかがですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 山田議員が言ったように、職員と話しているのは、プレミアムをやっ

たときに、全然関係ない大手スーパー、そっちへ行ってしまう、それが一番の危惧するとこ
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ろで、果たして本当にこのプレミアム商品券が町内経済の活性化になるかどうかと、一番そ

こが危惧しているところでございます。 

  そういう中で、今山田議員言ったように、この２兆円、今日新聞見ましたら、一応１兆円

の中で農林水産物の直接やれますよとここに書いてありますもので、その使い勝手は町内全

体が潤うような形、これはちょっと考えていきたいと思っています。それが何がいいかとい

うことは、基本的にはプレミアムと言っておりますけれども、プレミアムですと、前回もほ

とんどがそっちへ行ったということを聞いておりますもので、町内経済の活性化にならなか

ったと聞いておりますので、その辺は十分検討した中、町内経済の活性化、潤うような形で

それをやっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長やっぱりプレミアムだと、町民のほうからお金出してもらうと、

俺のお金の使い道まで一々町が指図するのかとなっちゃうので、そういうのではなくて、町

民の皆さんの生活支援ですけれども、併せて町内経済を活性させるために協力してください

と、こういう町からお願いとして、それを使って町内循環をつくるというようなことが一番

肝要かと思うので、ぜひその点ひとつお考えをいただきたいと思います。 

  次に進みますけれども、感染症の予防対策の問題で町長言われたように、国や県のガイド

ラインが出てきて、それに今対応しているよということだったんですけれども、これ本当に

しっかりと対応できているかどうかというのを、ある面、町や観光協会なんかも点検すると

いうのが必要なのかなというふうに思っていまして、例えば県内でも最後のほうに出てきた

伊東なんかの感染者の例を見ますと、感染対策をかなりしっかりした、伊東ではなかったと

思いますけれども、ある旅館に泊まられた。感染対策はしっかりして、テレビで取り上げら

れるぐらいしっかり対策をしていたけれども、当然、部屋の中では密集状況になったという

状況はあるんです、そういう状況が生まれましたけれども、宿泊施設を含めてしっかりとし

た対応をしていたために、そこのことは問題になることはありませんでした。 

  これは、やっぱり我が町でも、来るお客さんに対してしっかり受入れの側が対応していか

ないと、一歩間違えて、我々の対応に問題があれば、これは逆に、今後そういう面がマスコ

ミや何かからも指摘をされ、たたかれてしまうと、逆に大きなマイナスにもなりかねない。

しっかりと対応はしたけれども、県を越えて来た人との接触をすることによって起きるとい

うことは望ましいことではないんですけれども、起こり得たわけなので、でもしっかりとし
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た対応をすれば宿泊施設等々が批判されるような状況は生じないわけなので、これはガイド

ラインがある、それを守る、いろいろ努力をされている話はあちこち見たり聞いたりするこ

とが増えましたけれども、しっかりこれから町も観光宣伝を打っていくという前提としては、

その状況を確認をするという、今、観光商工課だけではできないと思いますけれども、商売

の前提ですから、経済を動かす前提として確認をするという作業は必要かと思いますが、い

かがですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 伊東の観光施設は隣町という中で、人が泊まったところは話題になり

ませんでした。やっぱりそこはちゃんと感染予防をやった中で、起こったのは本人だけで致

し方ない。当然、観光地として、そのぐらいのことはしなきゃいけないと考えております。

基本的には、宿泊施設が不備な中でそういう感染したとか、これは最悪でございます。また

町のイメージも悪くしますもので、ある程度できるだけの予防をした中で感染が出たら、こ

れはもう自分達はやむを得ないかなと考えています。 

  そういう中で、今、観光協会のほうは宿泊に対するガイドラインを今、作っているような

ことも聞いておりますので、当然、町も目を通した中で、不備があればまた言っていきたい

と考えておりますし、当然そこができたら、ガイドラインを各宿泊施設のところに張るよう

な形で、町はこれだけ感染予防をやっておりますということは、来た宿泊者に対しまして安

心感を与えますもので、その辺は徹底していきたいと考えておりますので、御理解願いたい

と思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） ぜひ町長、確認するところまでやりませんと中途半端になるという

ところなので、ぜひそこを押さえていただきたいと思います。 

  では、次に進みますけれども、国の「Ｇｏ Ｔｏキャンペーン」の関係は、まだ国のほう

のああいう仕事ぶりで、今ちょっと委託できずに止まっているという状況だというふうには

思いますけれども、ただ、国は国で、ネットエージェント、リアルエージェントを使っての、

いわゆる旅行業の取扱業者さんを使って最大２万円の割引でお客さんをということの流れを

つくろうとしているということであることは間違いなくて、それがずれるかずれないかとい

う問題はあると思う。 
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  そこで町長、なかなかこれにリンクした取組はということも言われましたけれども、私ど

も委員会でもいろいろ皆さんと話をしていく中で、国もそうなんですけれども、県なんかの

レベルもやっぱり3,000円だ、5,000円のクーポン、お金の割引、割引というのがすごく増え

ていて、それはそれとしてありがたい部分もあるんですけれども、私、今日、質問の前提に

はＪＴＢ総合研究所の「コロナウイルス感染症拡大による暮らしや心の変化 旅行再開に向

けた意識調査」というものを前提にお話しさせていただくんですけれども、この中で、ＪＴ

Ｂが調査した中でいうと注目すべき幾つかの項目があるんですけれども、旅行はすぐに行き

たい、でも国内旅行は夏休みから９月の連休時期かなというような意向があります。 

  旅行について言えば、まず親戚や帰省したいとか、知り合いに会いたいと、こういう要望

が非常に強いということがあります。ですから、当然、今県がやろうとしているような県内

のお客さんを泊めるというようなことも、近場で、なおかつ安全であるということを含めて

も必要な部分だということと、あと、私、一番注目するのは、この調査の中で、「新型コロ

ナ感染拡大の前後で考え方が変化したと感じることは何ですか」という中で、１番目がテレ

ワークとか、ネットとか、こういうことが来るのかなというふうに思ったら、対面や直接の

コミュニケーションが大切だと感じたんだという人が約30％ぐらいいられるんですね。 

  そこで私が考えることは、先ほど委員会でも皆さんともお話ししたんですけれども、観光

誘客というのもネットだとか何かで割引をやる部分ではなくて、３年ぐらい前もあったでは

ないですか、旅館の常連さんや町民の皆さんの知り合いとか、御親戚の皆さんなんかに、本

当に東伊豆へ来てくださいというようなお願いをしていくという、そういうところに汗をか

いていく。 

  みんなが「Ｇｏ Ｔｏキャンペーン」を始めてネットでやっていくから、ネットがいいな

んていうんではなくて、ネットで逆にやらない。町民の、また観光施設の気持ちをしっかり

と伝えるためには、今あなたに来てほしいんですという、その思いが通じる形でなければい

けないし、今まで東伊豆町に一度も来てくれない人を呼び込むのも大切なんですけれども、

それは物すごい労力もかかるでしょう。それよりも、今まで東伊豆町に来ていただいたお客

さんに、またキャンセルになって、行こうと思ったけれども来れなかったお客さんに、ぜひ

来てくださいと、今もう安全です、今来たらキンメもおいしいですよ、ちょっとあれですけ

どニューサマーあたりもいいですよというような提供をしていくこと、そういうやり方自身

が、今非常に不確定要素がある中だけれども、確実にお客さんに東伊豆町に来ていただく手

だてではないのかなと考えている。 
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  例えば、あるＡという旅館に泊まるときに、直接電話いただいたけれども、国が「Ｇｏ 

Ｔｏキャンペーン」やっているんだったら、ちゃんとエージェントと話してエージェント経

由にすれば料金は安くなるわけだし、でも不確定多数に、とにかく値段安くするから来てと

訴えるよりも確実に、東伊豆町へ行けばいい温泉があるな、またおいしい海の幸が食べられ

るなと思っていただけるような人に確実に来ていただく、そのための誘客宣伝、これは必要

なのではないかという思いをしておりまして、そういう話をうちの委員会の皆さんともして

おるんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、Ｇｏ Ｔｏキャンペーン、一応７月と言っておりますけれども、

事務費の問題で、これいつになるか分かりません。多分遅れるのではないかと考えておりま

す。取りあえず壇上では、いろいろ使った中でキャンペーンをやっていきたいと。たしか３．

11のときだと思いますが、おなじみのお客さんに手紙を出した中で、うちの町に来てほしい

ということをやった中で、それは一つの町のイメージもいいと考えております。これは今ま

だそういう声がありませんもので、これはちょっと提案した中で、どうなるか分かりません

けれども、一応こういうことを言われたもので、また、ひとつ検討してくれないかというこ

とは言っていきたいと思います。 

  この町も観光立町でございますから、来た方に本当に来てよかった、コロナに対して癒さ

れたと、そういう中での観光立町を目指していきたいと思います。おもてなし、それも一つ

の手段としては、山田議員、委員会から提案されましたお客さんへのお手紙、おもてなし、

これも確かに3.11でやりましたもので、そういうことを提案されましたと観光協会に投げか

けた中で、できるだけのことをやっていただきたいと思います。ちょっと確定できませんも

ので、提案されたということで御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、あと、このＪＴＢの総合研究所の報告の中では、やっぱり最

後までアナログの価値というものが大事だということでございまして、その中で、アナログ

だとかデジタルだとかということを分けるのではなくて、これを融合して活用していくとい

うことの大切さというものを報告しております。 

  先ほどの観光の問題でも、僕は思うんですけれども、そういうお客さんに町民の生活支援
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には出てこないんだけれども、ここでは、ぜひ１次産業である農業や水産漁業の特産品とい

うものが活用されたりしていくということもあるでしょうし、あともう一つは、我が町では、

例えばＩＳＫなんていうのあるんだけれども、いろんな中で体験メニューなんかもあるんで

すけれども、まだまだ活用されていないですよね。だから、まだうちの町というのは、来て、

温泉に入って海の幸を食べるということについては定着しているんだけれども、でも、その

ほかにも様々な魅力があるんだけれども、まだまだここは活用されていません。 

  こういうものも、この際思い切って、来ていたお客さんに提供して知ってもらうというよ

うな活用の仕方も残されていると思うし、そういうものが非常に大事だし、先ほども委員会

の中でも、今、町の観光協会のホームページなんかにも宿泊施設とか、露店風呂とか、こう

いうのがあるんですけれども、体験メニューなんかが動画で載っていたりとか、地元の人も

楽しんでいる体験メニューとか、もっともっとお客さんにアピールするべきものがあるんだ

けれども、アピールできていないものというのがまだまだありますので、そういう点を総合

的に加味して、観光客が来ないことで町内全般に影響はいくんだけれども、今度は逆に、観

光客が来るときは、農業も漁業も、いろんな観光関連施設も、お客さんが来るという恩恵が

行き届くような形での観光誘客宣伝対策というものを立てていくということが一番大事なん

だろうというふうに思いますので、ぜひこの辺をお考えいただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 山田議員から提案されました、これは非常に大事なことでございます

もので、観光で来てこの町を楽しむ、そういう中で、うちの町の特色である農林水産、さら

にＩＳＫなどの体験メニューがございます。これはよそに対して勧められるものでございま

すので、それはどんどん活用していきたいと考えております。 

  今度第２次の補正の中で農林水産部の直接支援などもありますもので、これらを使った、

直接どういう方法がいいか分かりませんが、農林水産物に対します支援ということも書いて

ありますので、それは十分検討した中でもやっていきたいと思いますので、いろいろなこと

がありましたら、また教えてもらえると大変ありがたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 最後のところなんですけれども、イベントは夏までの部分はかなり

中止ということでございますけれども、秋以降はある程度、例えばすすきのイベントだった
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り、考えられるものについては当然、３密の配慮は取らなきゃいけないけれども、やっぱり

やっていくのかなと。そうすると、万が一また第２次の感染症の拡大ということの心配は絶

えずあるんだけれども、そこも何か企画の少しグレードアップなり、一工夫していく部分と

いうのは、まだまだ余地として残されているんではないのかなと。新しいものを持ち込むと

いうことは非常に感染症の２次拡大なんていうことの心配をしながらはできないんだけれど

も、今までやってきたこの企画自身も、１つずつ時間もあるので見直してみて、少し充実を

させてみるというような観点で、いろんなイベント等も見直していくこともあるし、全てな

くしていくということだけでは、なかなか町の魅力の情報発信もできていかないということ

だと思うので、この点はぜひお考えいただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 秋以降のイベントに関しては、基本的には町は３密を避けてやってほ

しいということは協会に言っております。先般、定時総会、社員総会の後、観光協会が来ま

した。そういう中で細野高原と書いてありますので、細野高原も活用していくような方向で、

観光協会考えているようでございます。今までのような方向ではなくて、３密を避ける、ま

た違った意味での細野高原活用になるのではないかと思いますけれども、細野高原      

は一応今の状況でいくような方向で聞いておりますので、それはありがたいなとは町は思っ

ております。 

  その他いろいろ、またイベントがあります。ちょうどいい機会でございますので、そのイ

ベントの見直しとか、いろんな面をこのときにやっていただけば町としても大変ありがたい

と思います。 

  基本的には、秋以降のイベントはできるだけやってほしいという方向で、現状のままでい

けばやってほしいというような方向で町は言っていきたいと思いますので、御理解願いたい

と思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 次に、第２問、新型コロナウイルス感染症対策による町の財政運営に

ついてを許します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、財政は非常に厳しいというふうに思っていまして、町税なん

かの猶予をかけた場合は、当然、減収補塡だとかいろんな形で起債が起こせるということの
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ようですけれども、逆に言うと、入湯税みたいな形のものについては、減収補塡の対象には

当然なってこないので、それを見込んでの部分というのは、逆に一般財源でそれを補塡しな

きゃならないということで考えると、単純に厳しいだけではなくて、本当に大変な穴が空く

わけですから、そういう状況でないのかなと。 

  だから、町長が先ほど言われたような点で言うと、いろんな執行停止や何かで8,000万ぐ

らいお金が生まれたと言っても、いわゆるエコセンターや何かに充てる、消防組合に充てる

やつなんかが、入湯税が入ってこなければ、当然減収部分も一般財源を充てなきゃならない

なんていうことになるわけですから、そうすると、それはもう本当に尋常でない厳しいもの

があるのかなというふうに思っているんですけれども、組替え等は今後の問題だということ

なので、それはそのように承っておきますが、なかなか事業執行できなくなるものもいっぱ

いあると思っていますけれども、また今後、執行停止をかけたものなんかはどういう事業な

のか、また一回、機会があれば説明等していただけるとありがたいと思っております。 

  それで、財政調整基金と、あと今後の財政運営の問題に絞ってお伺いしたいと思うんです

けれども、先ほど言われたような状況ですと、財政調整基金、今２億9,000万ということで、

当然これは９月になれば決算での剰余金も出てくるということがあるにしても、それにして

も１億か２億あったとしても非常に低いわけで、ざっくり言うと、この金額というと平成30

年度の西伊豆町の決算で見ると、西伊豆町の財政調整基金というのは30億ぐらいあって、ふ

るさと納税基金も26億円ぐらいあるんですね。 

  だから人口が小さい西伊豆町の10分の１ぐらいの状況にあるということですから、町長は

３月の私の質問、この間の補正予算の審議のときに、本当に非常事態だというふうに言われ

たんだけれども、財政のほうはもう非常事態でなくて、もう異常事態で、ずっとこの状況が

続いていくのかなという不安が、これは本当にこの先どういうふうに町が成り立っていくの

かということが不安になるような状況ではないかなということだと思うんですけれども、町

長は今後の財政運営について、例えば当初予定しておりました今年度の行政改革というよう

な問題については、どのようにお考えになるのか。 

  また、新たな財源という問題で考えると、西伊豆町との問題では、ふるさと納税なんかで

も大きく差を空けられてしまいました。取組の問題もどこかあるんではないのかなというふ

うに議員の中にもそういう思いもあるんですけれども、これらについてはどうお考えですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 財調につきましては、私が就任のときは１億何千万でしたよ。そうい
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う中で、７億までいきました。10億までいきたかったのに、どうしてもいかないです。それ

で今は２億9,000万ですか、最初のときは１億何千万で、本当に町政をどのようにやるかと

いうのは苦労した中で、現在やっている状況でございます。 

  ２億9,000万、そういう中で１次の臨時交付金、財調に繰り戻すつもりでいます。そうい

う中である程度の繰戻しができればなと考えております。基本的には、そういう支援とかを

するには臨時交付金が使えるなんて書いてありますもので、それを繰り越した中で財調はな

るべくためていきたいと考えています。 

  執行停止をかけて、本当にうちの町の財政、大変迅速に対応してくれましたけれども、３

月の段階ですぐに持ってきました。町長、もう大変だから、ある程度今年度のやつは執行停

止とかとかいろいろな中でやったほうがいいよといった中で、今、執行停止8,000万が確定。

この辺ある程度、内容ができておりますのは、見せても確認しても。そういう中で５年後の

うちの町のことをやっていったら大変厳しいです。年々やって１億何千万詰めて、本当に５

年先に予算が組めるかどうか、大変苦労しているところでございます。そういう中で、基本

的には財調を積み立てていく、それには歳入が絶対必要になってきますもので、町としては、

できるだけ歳入を得るような方向でやっていきたい。 

  それから、前回、今年度職員一提案とやってみせた中で、以前これやったんですけれども、

税の用紙に企業広告を出したらということも提案されております。これは以前やったけれど

も、なかなかうちの町にはできません。これは、当時、横浜市が大変これによって大きな金

をやりましたもので、それでまた職員をそういうことで一応考えているという。そういう中

でふるさと納税、これはよく議論するところでございまして、私がやったとき、本当にこの

ふるさと納税というのは、本当にこの東伊豆町を愛してくれる人が寄付するのが、それが当

然、金を稼ぐということはいかがなものか、それはよく西伊豆の町長と議論したものでござ

います。そういうことで今こういうふうな状況が出ているのが現状でございますので、そう

いう中で、あるときからちょっと方向転換した中で、ふるさと納税で町を売ったほうがいい

ということを提案を受けた中で、それから力を入れた状況でございます。 

  そうなるとふるさと納税、今いかがなものかと。先ほど言ったように、観光協会     

もふるさと納税に対しまして今年はそういう委員会をつくった中で、このふるさと納税を多

くこの町がもらえるようなこと、これを寄付していくようなことも聞いております。基本的

には、ふるさと納税、西伊豆なんかもそうですが、出す人がすごい努力しております。ある

ものを出すんでなくて、その商品をいかにまた進化させてという、そういうのを財政は考え
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ておりますもので、今後やはりふるさと納税が増えるような方向で町としてもやっていきた

いと思いますので、その辺は御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長就任前のときと財政調整基金を比べても、ある面意味がなくて、

そのときもそうです。ただ、私は前から指摘しているのは、本当に問題は実収支のところで、

収入の不足が大きくなってきている。町長就任の頃はまだ何千万ぐらいで、実質収支のへこ

みが、今これが１億、２億と拡大してきているわけですよ。だから、当然収入が上がらない

以上に支出しているわけだから、基金がたまらないわけですよ。ということは、もう必然的

に収入に見合わせた歳出の構造に町が変わらないと、もうこの先、町長言われたように、５

年先どころか、来年なんかの場合はもっと、収入が今年減ってくれば、当然町税も落ち込む

わけだし、そういうことを考えると、本当に来年度の予算編成というのは大変だろうなと今

から思うぐらい事態は深刻で、だから本当に、もう異常事態がずっと続いてきているという

ことでいくと、やっぱり行財政の改革というものが本当に避けられない状況ではないのかな

と。 

  これしっかりやらないと、もうこの先、町長言われたように、５年先はもう予算組めない

でしょうという状況は現実のものとなるということの認識で、これは町長も町民の皆さんに

も町の状況は、決して要らないものをつくったり、無駄遣いをしてきてこうなっているとい

うことだとは言いませんが、しかし、それは町民のためとはいえ、お金を使ってきた中で、

収入と支出の差がどんどん広がってきた中では、どこかでもう見直さざるを得ない、その限

界まで今来たんだという認識をしっかり町長も町民の皆さんも、みんなが共有していかない

と町は成り立っていかないというのが今の状況だと思います。 

  この行財政の見直しというものについて、町長のお考えを再度伺いたいことと、ふるさと

納税については、当初からいろいろありましたけれども、しかし、町が新たに何かしてでき

る財源というものはそう残されていなくて、こういうところで、さっき町長言われたように、

あるものをただ出すのでなくて、本当にパワーアップして、検討して、町のいいものを世の

中に出していくという作業に本格的に取り組まないと、本当に厳しいということの状況を実

感しておりますが、最後によろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 町長。 
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○町長（太田長八君） 行財政はやらないと、これは幾ら町が町民に理解してほしいといって

も、なかなかこれは理解できない。これは議会と一緒になった中で、議会のほうも、町が大

変厳しいことを言ってほしいですよ。全てを要望するんではなくて、やはり要望は最低限に

して、町はこれだけ厳しいんだから、町民の方も我慢しないとこの町は大変だよということ

を、我々だけでなく、議会の方もそういうことをお願いしたいということは感じております。

町が幾ら言っても、町民はなかなか理解してくれません。 

  先般も大塚先生を呼んだ中で町の財政状況を言ったところで、なかなか理解してもらえな

いのが現状でございます。それを理解していくというのは町民も大変苦しいと思いますので、

これを理解した中で、この東伊豆町が生き延びていくために、ある程度行政改革はやらなき

ゃならないと考えています。 

  基本的には、私、熱川支所は今年度やるときにコロナの関係がありますもので、これは１

年遅らせざるを得ないかなと考えております。そういう中で、町民も我慢するところは我慢

してもらった中でやっていかないことには、この町はありませんので、全てが全て今までど

おり全てを満足させることはできませんもので、その辺は御理解願いたいと思います。 

  そういうことで、今まで以上に町民には、また町の財政をお知らせしていきたいと思いま

すので、町だけが言っても駄目でございますから、その辺はある程度、議会の方も町民に聞

かれたときは、町の現状、財政状況はこんなもので、要求するだけではなくて我慢するとこ

ろは我慢した中で東伊豆町を盛り上げていきましょうということを言っていただければ、大

変ありがたいと思いますので、その辺はまた御理解願いたいと思います。 

  ふるさと納税に関しましては、これは本当にこれからもパワーアップしていきます。また

観光協会が委員会を立ち上げた中で、どのような方向性を出すか、それはひとつ見守ってい

きたいと考えております。やっぱりふるさと納税は交付税に一切関係ありませんもので、こ

れは貯蓄すればするほど、町に対して大変有利になりますもので、今まで以上にこれは町と

しては力を入れていきたい。そういう考えでございますもので、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 以上で、14番、山田議員の一般質問を終結します。 

  この際、15時まで休憩とします。 

 

休憩 午後 ２時４５分 
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再開 午後 ３時００分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第６ 議案第３５号 東伊豆町国民健康保険条例の一部を改正する条例につ

いて 

○議長（村木 脩君） 日程第６ 議案第35号 東伊豆町国民健康保険条例の一部を改正する

条例についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第35号 東伊豆町国民健康保険条例の一

部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

  新型コロナウイルス感染症に感染または感染を疑われる被保険者に係る傷病手当金を支給

するため、議会の議決を求めるものでございます。 

  詳細につきましては、健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお

願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） ただいま提案されました議案第35号 東伊豆町国民健康

保険条例の一部を改正する条例について説明させていただきます。 

  改正内容につきましては、資料により説明させていただきます。 

  最後のページ、議案第35号説明資料を御覧ください。 

  まず、改正の背景です。国民健康保険及び後期高齢者医療における傷病手当金の支給につ

いて、公的医療保険制度においては、被用者である被保険者が疾病や負傷により労務に服す

ることができなくなった場合に、保険者から療養中の生活保障としての金銭給付である傷病

手当の支給が認められています。この傷病手当金については、被用者保険、いわゆる社会保

険では法定給付とされていますが、国民健康保険及び後期高齢者医療においては任意給付と

されていることから、現状において支給を行っている保険者、市町村国保や後期高齢者医療
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はない状態にあります。 

  このような中、今般、新型コロナウイルス感染症の拡大防止策として、新型コロナウイル

スに感染するなどした国民健康保険及び後期高齢者医療被保険者に対する傷病手当金の支給

を行うことについて、国より各保険者に対し支給に向けた条例整備について要請がなされま

した。これを受け関係条例の整備を図るものです。 

  それでは、主な改正内容を説明させていただきます。 

  対象者は、被用者のうち、新型コロナウイルス感染症に感染した者または発熱等の症状が

あり感染が疑われる者になります。 

  支給要件として、労務に服することができなくなった日から起算して３日を経過した日か

ら労務に服することができない期間になります。 

  支給額は、直近の継続した３か月の給与収入の合計額を就労日数で除した金額の３分の２

掛ける日数となります。 

  支給額について、特別調整交付金より財政支援がございます。 

  附則、この条例は、公布の日から施行し、改正後の東伊豆町国民健康保険条例附則第２条

から第４条までの規定は、傷病手当金の支給を始める日が令和２年１月１日から規則で定め

る日、これは令和２年９月30日を予定しております。ただし、状況によりこの期間の延長は

ございます、までの間に属する場合に適用する。 

  資料といたしまして、新旧対照表を添付いたしましたので、御参考にしていただきたいと

思います。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

  14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） すみません、説明資料で支給額について直近の継続した３か月間の

給与収入の合計額を収納日数で除した金額とあるんですね。例えば国保の場合で考えると、

自営業者とか農漁業者が多いではないですか。そうした場合、それは必ずしも毎月給与みた

いな形で収入があるとは限らないわけですよね。こういう自営業者や農漁業者に対する対応

というのは、この項目でやりますか。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） 今回の傷病手当の支給につきまして、対象者はあくまで
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給与所得者というふうになっております。国の示されたものによりますと、国保の被保険者

というのは、今おっしゃられましたように様々な就業形態の方がいるものですから、この傷

病手当というのは任意給付というふうにされておりましたが、今般、この新型コロナウイル

ス感染症ということに対しまして感染拡大をできるだけ防止するために、労働者が感染した

場合に休みやすい環境を整えるというような意味合いにおいて、国が緊急的・特例的な措置

として、傷病手当といってもコロナ感染症にかかった給与所得者に対して国のほうが財政支

援をするということで、この条例を整備したものとなりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） そうすると、うちの町だと対象者は非常に少ないという考え、どの

ぐらいに予測を見積もっていますか。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） 当町におきまして、昨年度の国保の該当者の中で給与所

得をもらっている方については409名ほどとなっております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ほかに質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第35号 東伊豆町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第７ 議案第３６号 東伊豆町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す
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る条例について 

○議長（村木 脩君） 日程第７ 議案第36号 東伊豆町後期高齢者医療に関する条例の一部

を改正する条例についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第36号 東伊豆町後期高齢者医療に関す

る条例の一部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

  静岡県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部が改正され、新型コロ

ナウイルス感染症に感染した被用者等に対する傷病手当金の支給について条項が追加されま

した。これに伴い、町において行う事務について条例の整備を図るため、議会の議決を求め

るものでございます。 

  詳細につきましては健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願

いいたします。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） ただいま提案されました議案第36号 東伊豆町後期高齢

者医療に関する条例の一部を改正する条例について説明させていただきます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表により説明させていただきます。 

  ３枚目を御覧ください。 

  新型コロナウイルス感染症に感染した被用者等に対する傷病手当金の支給について、静岡

県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部が令和２年４月21日に改正さ

れたことに伴い、町の条例第12条の条文で規定されている町において行う事務について、傷

病手当金支給に係る受付事務を追加し、併せて字句の修正を行うものです。 

  まず、字句の修正として、第７号及び第８号の減額又は免除を広域連合の条文に合わせ減

免に修正し、現行の第10号を第11号とし、第10号に広域連合条例附則第５条の傷病手当金の

支給に係る申請書の提出の受付を追加する内容となります。 

  以上、簡単ではございますが説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第36号 東伊豆町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例につい

てを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第８ 議案第３７号 東伊豆町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて 

○議長（村木 脩君） 日程第８ 議案第37号 東伊豆町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第37号 東伊豆町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

  地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、条文の整備及び国民健康保険

税の見直しを図るため、議会の議決を求めるものであります。 

  詳細につきましては健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願

いいたします。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） ただいま提案されました議案第37号 東伊豆町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例について説明させていただきます。 

  改正内容につきましては、資料により説明させていただきます。 

  最後のページ、議案第37号説明資料を御覧ください。 
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  地方税法等の一部を改正する法律が令和２年３月31日に公布され、国民健康保険税の課税

限度額の引上げ及び軽減判定所得が見直されたことに伴い、町条例の改正を行うものです。 

  それでは、改正内容を説明させていただきます。 

  １点目、課税限度額についてですが、国の改正状況を表にお示しいたしました。令和２年

度の改正で基礎課税分が61万円から63万円に、介護納付金分は16万円から17万円に引き上げ

られました。この改正について、当町では令和３年度からの適用を考えております。 

  ２点目ですが、軽減判定所得の見直しです。軽減の対象となる所得の基準が５割軽減につ

いては28万円から28万5,000円に、２割軽減の場合は51万円から52万円に引き上げられまし

た。 

  附則ですが、施行期日、１項、この条例は、公布の日から施行し、令和２年４月１日から

適用します。ただし、第２条第２項、第４項及び第20条第１項の改正規定、こちらは、先ほ

ど説明いたしました１点目の課税限度額の引上げの部分になりますが、こちらについては令

和３年４月１日からの施行となります。 

  適用区分２項、改正後の東伊豆町国民健康保険税条例の規定は、令和２年度以後の年度分

の国民健康保険税について適用し、平成31年度分までの国民健康保険税については、なお従

前の例によります。 

  なお、資料といたしまして新旧対照表を添付いたしましたので、御参考にしていただきた

いと思います。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第37号 東伊豆町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてを採決

します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第９ 議案第３８号 東伊豆町介護保険条例の一部を改正する条例について 

○議長（村木 脩君） 日程第９ 議案第38号 東伊豆町介護保険条例の一部を改正する条例

についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第38号 東伊豆町介護保険税条例の一部

を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

  介護保険法等の改正に伴い、低所得者の保険料軽減強化を図るため、議会の議決を求める

ものでございます。 

  詳細につきましては健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願

いいたします。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） ただいま提案されました議案第38号 東伊豆町介護保険

条例の一部を改正する条例について説明させていただきます。 

  改正内容につきましては、資料により説明させていただきます。 

  最後のページ、議案第38号説明資料を御覧ください。 

  地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法

律により、介護保険法が改正され、消費税を活用して低所得者の第１号保険料軽減強化を行

う仕組みが設けられました。平成27年４月から一部実施を行い、令和元年10月の消費税率

10％の引上げに合わせてさらなる軽減強化を行ってきましたが、令和２年４月からの消費税

率10％引上げの満年度化に伴い、保険料軽減の完全実施を行うことになり、具体的な軽減に

関する基準については、介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令

の一部を改正する政令が令和２年３月30日に公布されました。 

  この改正を受け、町の介護保険条例を改正するものです。 

  具体的には、介護保険料は所得に応じ９段階に分かれていて、基準額は５万8,080円です



－61－ 

が、低所得者である第１段階から第３段階までの方の軽減強化になります。所得段階が第１

段階の方で、昨年の保険料率、基準額の0.375だったものが基準額の0.3に、保険料額で２万

1,700円から１万7,400円に。第２段階の方で昨年の保険料率、基準額の0.625だったものが

基準額の0.5に、保険料額で３万6,300円から２万9,000円に。第３段階の方で昨年の保険料

率、基準額の0.725だったものが基準額の0.7に、保険料額で４万2,100円から４万600円にそ

れぞれ軽減強化される内容となります。 

  附則、この条例は、公布の日から施行し、改正後の東伊豆町介護保険条例の規定は令和２

年４月１日から適用する。 

  ２項、改正後の東伊豆町介護保険条例第２条の規定は、令和２年度以降の年度分の保険料

から適用し、平成31年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例によります。 

  資料といたしまして新旧対照表を添付いたしましたので、参考にしていただきたいと思い

ます。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第38号 東伊豆町介護保険条例の一部を改正する条例についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１０ 議案第３９号 東伊豆町社会福祉法人の助成に関する条例の一部を 

              改正する条例について 

○議長（村木 脩君） 日程第10 議案第39号 東伊豆町社会福祉法人の助成に関する条例の
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一部を改正する条例についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第39号 東伊豆町社会福祉法人の助成に

関する条例の一部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

  今回の改正は、国の関係法令及び町の規則の改正に伴い、条文の整備を図るため、議会の

議決を求めるものでございます。 

  詳細につきましては住民福祉課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） 住民福祉課参事。 

○住民福祉課参事（木田尚宏君） ただいま提案されました議案第39号 東伊豆町社会福祉法

人の助成に関する条例の一部を改正する条例について説明させていただきます。 

  国の関係法令名及び東伊豆町負担金及び交付金に関する規則の改正に伴い、条文の整備を

図るため、条例改正を行うものであります。 

  それでは、新旧対照表により説明させていただきますので、恐れ入りますが、新旧対照表

を御覧ください。 

  第１条中、「社会福祉事業法（昭和26年法律第45号）第56条第１項」を「社会福祉法（昭

和26年法律第45号）第58条第１項」に改めます。 

  第３条中、「東伊豆町負担金補助及び交付金に関する規則（昭和35年規則第22号）で定め

るところによる。」を「町長が別に定める。」に改めます。 

  改正文を御覧ください。 

  附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行する。 

  以上、簡単ですが説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

  14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） この改正で、町長が別に定めるという部分もあるんですけれども、

具体的にどういうふうに変わっていくというお考えですか。 

○議長（村木 脩君） 住民福祉課参事。 
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○住民福祉課参事（木田尚宏君） 今後、町から東伊豆町の補助金と交付金規則のほかに、今

後、町から補助額の大きい社会福祉協議会の補助金交付要綱を、他市町を参考に制定してい

く予定でございます。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） 社協の問題で言うと、例えば今までの補助金、交付金要綱なんかの

関係で、２分の１とかいろんな縛りがあったりした部分もあるんだけれども、ただ逆に、私

が知っている限りで言えば、町からの委託事業でも、実際の社協の事業実施している費用と

の乖離があったり、いろいろあったと思うんですけれども、そういう問題というのは今後、

多少解消されるという形になるんでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 副町長。 

○副町長（鈴木利昌君） 今山田議員がおっしゃるとおり、そのような形になっていくと考え

ております。２分の１とか、そういうものだと補助金が交付できないものですから、そうい

う内容でない部分が社協の場合ございますので、その辺を勘案して、社協専用の要綱なり規

則をつくるということで御理解いただければと思います。 

○議長（村木 脩君） ほかに質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第39号 東伊豆町社会福祉法人の助成に関する条例の一部を改正する条例に

ついてを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１１ 議案第４０号 令和２年度（令和元年台風15号災害）白田わさび田 

              前沢水路災害復旧工事請負契約について 
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○議長（村木 脩君） 日程第11 議案第40号 令和２年度（令和元年台風15号災害）白田わ

さび田前沢水路災害復旧工事請負契約についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第40号 令和２年度（令和元年台風15号

災害）白田わさび田前沢水路災害復旧工事請負契約について、提案理由を申し上げます。 

  去る５月27日に執行された制限付一般競争入札の結果、随意契約により、契約金額5,830

万円で河津建設株式会社と請負契約を締結するため、地方自治法第96条第１項第５号及び議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、議会

の議決を求めるものでございます。 

  詳細につきましては農林水産課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いい

たします。 

○議長（村木 脩君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（桑原建美君） ただいま提案されました議案第40号 令和２年度（令和元年

台風15号災害）白田わさび田前沢水路災害復旧工事請負契約について御説明させていただき

ます。 

  本契約は、昨年の台風15号により被災した農業保全施設の復旧をするものでございます。 

  １、契約の目的、令和２年度（令和元年台風15号災害）白田わさび田前沢水路災害復旧工

事。 

  ２、契約の方法、随意契約。 

  ３、契約金額、5,830万円。 

  ４、契約の相手方、下田市中411番地の１、河津建設株式会社、代表取締役、河津市元。 

  工事概要としましては、ブロック積工及び水路工により農業保全施設の復旧を図るもので

ございます。 

  お手元に参考資料として工事請負仮契約書の写し、位置図及び平面図を添付してございま

すので、御覧ください。 

  以上、簡単ではございますが説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第40号 令和２年度（令和元年台風15号災害）白田わさび田前沢水路災害復

旧工事請負契約についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１２ 議案第４１号 令和２年度同報無線子局更新工事請負契約について 

○議長（村木 脩君） 日程第12 議案第41号 令和２年度同報無線子局更新工事請負契約に

ついてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第41号 令和２年度同報無線子局更新工

事請負契約について、提案理由を申し上げます。 

  去る５月29日に執行された随意契約の結果、契約金額１億1,550万円でフィールセーフ株

式会社静岡支店と工事請負契約を締結するため、地方自治法第96条第１項第８号及び東伊豆

町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、

議会の議決を求めるものでございます。 

  本事業につきましては、昨年度に引き続き、現行のアナログ防災行政無線を継続使用する

に当たり、老朽化した屋外スピーカー設備を更新するものであります。 

  詳細につきましては防災課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いします。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長兼防災監（竹内 茂君） それでは、ただいま提案されました議案第41号 令和２
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年度同報無線子局更新工事請負契約について、内容を説明させていただきます。 

  本整備工事につきましては、防災情報システム整備特別委員会の意見を参考に、現在運用

しているアナログ防災行政無線同報系を継続使用するに当たり、設置から二十数年を経過し

安全性が保てない柱及び老朽化により音質の落ちたスピーカーを同型スピーカー及び高性能

スピーカーに更新する内容で、昨年度より実施しているものでございます。 

  整備する内容につきましては、お手元の議案書の２枚目にございます工事概要を御覧くだ

さい。 

  以上、簡単ではございますが、内容の説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。 

  14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） 一部議案の差し替えがあったりして、表書きもあれがあるんですけ

れども、どうも何か最近、この部分については、どうもスピーカーの評判が悪いせいだか、

絶えず議会の名前が登場するということになっておりまして、この間の行政メールでも、町

では町議会特別委員会における今後の防災システム整備に協議を踏まえとか、何か議会が一

緒になった、共犯になっているみたいなイメージを持ってくるんだけれども、これはやっぱ

り片瀬であれ、奈良本であれ、スピーカーを交換したところであまり聞こえないと、こうい

う町民の皆さんの声があるということが、こういう皆さんの説明につながっているのかなと

いうふうに思うんですけれども、また、行政報告では新たに防災ラジオや何かの戸別受令機

まで、今までやらないというふうに言っていたものまで入ってきたような気がするんですけ

れども、一体この辺のそもそも新しいものに変えていろいろ苦情というか、そういうものが

町のほうにはたくさん区長や町民からも出ていると思うんですけれども、その実態はどうな

んですか。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長兼防災監（竹内 茂君） 今回整備した中で、実際苦情が来ているのは片瀬区と奈

良本区の一部であります。それにつきましては、今まで家の中で十分聞こえた、特に片瀬地

区については有線でその近くにやっていたということがあります。当然、有線ですと、これ

は東海総合通信局から言わせれば、有線は何でやるの、災害時の放送を有線で引っ張るなん

て、要は趣旨に合っていないというお叱りを受けたんですが、本来、災害時に無線でやるべ

きだということは言われております。 
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  今回、そういうことも踏まえまして、維持管理の面も含めまして、これの整備特別委員会

の皆さんと一緒に協議をした中で、多くの苦情がある住民からは、町が勝手に決めたのかと

いうお叱りをいただいたものですから、いや、そうではなくて、議会とともに協議をした中

で、今後の対策は町として財政的にも必要だろうということでお願いしましたということで、

町が勝手に、一方的にやったことではないという説明はさせていただきました。 

  ただ、この同報無線の今聞こえていないところについては、再三お話をさせていただきま

すが、家の中でというのがほとんどの意見でありますので、そこまでについては特別委員会

の中でも、家の中まで期待されるとなると、実際、今の70局でも足りないというところがあ

ります。そうすると、幾ら整備費がかかるんだと。今回約40局になりますが、町の単独費で

大体２億6,000万かかる予定になっています。 

  これが70局以上になりますと５億、６億という話になりますと、それだけ町の財政を圧迫

する、それで維持管理費もそれに応じて負担がずっとかかるということになりますと、そこ

が果たしてどうなるかということで、特別委員会にも諮らさせていただいて、やはり長い目

で見たときに自助というものを推進した中で、先ほど山田議員から出ました、これは昨年度

から補助制度は設けてありますので、受令機、それから防災ラジオ、それは個人で買ってい

ただいたものに対して町が補助するという要綱につきましては、昨年度から実施しておりま

す。これは新たにできたものでありませんので、またその辺は御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） 今までの町のいろんな説明で、こういう形で絶えず議会が登場する

というのも全く珍しいというのは、逆に言うと、やっぱり議会も理解していますよというこ

とを説明しないと、町民に納得していただけないというのを、この施設整備がどこか不備、

欠陥があるというふうに思わざるを得ないし、我々はもうしようがないね、財政も厳しい中

でこういう選択肢しかないのかもしれないねということについては、我々もそう理解はでき

ますけれども、しかし、我々は専門家でもないわけで、議員が。だから、議会と協議して、

議会が協議してと言われましても、全くでは聞こえないことまで議会が認めたのかというこ

ととはやっぱり違うわけで、我々とすると、それよりも、この整備計画に対する意見という

ところで、しっかり自主防であれ、地域の皆さんに説明をしたり、対応しなさいよという意

見もつけてあるわけで、むしろそっちのほうがちゃんとやられていないことのほうが、私た

ちからすると、極めて何か共犯者にされているけれども、言ったことについてはあんまりや
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ってもらえていないと。 

  今出たように、片瀬や奈良本のところでそういう問題があるとするならば、今の状況だと

３密問題もあるんだけれども、しっかり町としての考え方を説明しないと、少なくても広報

に載っけたり、各区の総会にちょこっと来て、それも町の職員ではなくてＩＫＣやなんかの

職員がちょこっと来て、ちょこっと説明しただけでは、全然町の考えていることとか、今の

状況、財政問題も含めて全然これでは町民のところには理解されていかないですよ。 

  だから、何だ、俺たちを切り捨てているのかというような不満ばかりできてくるんではな

いかと思うんですけれども、これはやっぱりちょっと問題だと思いますけれども。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） その広報の仕方もあると。議会ということもあんまり意識しませんと

いうか、これから、その広報は議会というものはなるべく出さない方向でやっていきたいと

考えます。 

  そういう中で、この外部の広報に関しましても、基本的には、言ったように、もう外の方

が聞こえるのが条件でございまして、区長会でも言われますよ、室内から聞こえないという

中で、防災課長は、これはあくまで外部で聞こえるための設備で、家の中においては、さっ

き言ったようにコスモキャスト、またいろいろなテレビプッシュ、いろんな面で情報を得て

ほしいということは言っております。 

  そういう中で、確かにテレビプッシュに関しましては聞いております。前回もちょっと来

て、ちょっとやってすぐ帰ったと。ＩＫＣに遺憾でございます。それはちゃんとやるような

ことは言っておきました。 

  そういう中で基本的には、この広報のやつは外部で聞くための無線、そう理解しておりま

す。また、一般の町民も、そういう中で、金をかけるのも切りがありません、最低限外で聞

こえるような防災というのをやっておる中で、家の中においては、また違う意味でコスモキ

ャストやテレビプッシュ、また防災ラジオ、いろんな面の中で情報を得てほしいという中で

施策遂行しておりますもので、その辺は町民に対しまして、詳しくまた今後広報していきた

いと考えておりますので、その辺は御理解願いたいと思います。 

  議会もなるべく使わないような方向で、私も今度チェックして、今言われて初めてちょっ

とそういうことを聞きましたもので、その辺はまた広報の仕方につきましては、またチェッ

クしながらやっていきたいと思います。 

  以上です。 
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○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） この段階で整備事態が悪いとは言いませんけれども、しかし、整備

に伴って、町長が言われたように、外では聞こえるけれども家の中で聞こえないよというと

きは、そうなんですよと僕らも言えるんです。ただ、実際の中で、片瀬や奈良本の人たちに

聞くと、いや、外でも聞こえないと。だから、雨の音か何かがうるさいんではないですかと

いう話をしても、いや、家から出たって聞こえなかったよと。 

  だから、その辺はもう少し役場のほうの対応も、そういうところについて本当にちゃんと

外で聞こえたのかというフォローはしてあげないと、納得いかない人たちというのはきっと

取り残されるんです。聞こえた、聞こえないではなくて、一緒に行って、聞こえていますと、

だけど、もう住宅環境が変わって、家の中は申し訳ないけれどもそこまではできないんです

よというのは分かるんだけれども、実際聞いた中では、片瀬でも奈良本でも、外に出たって

聞こえなかったよというから、我々のほうも答弁に困るような状況というのがありますね。 

  だから、撤去して新しいものをやって、実際、その辺聞こえるのか、聞こえる状況という

ものをちゃんと丁寧に対応してやっていただきたい。説明は当然だけれども、その後のそう

いうカバーというのもしっかりやっていかないと、町民の皆さんは町から捨てられたという

感覚を持たれて、不安を持っておりますので、その点をしっかり対応していただくことが大

切だと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 今、外に聞こえないという皆さんの声は聞いております。また、原課

のほうにも情報はあったかどうか、その辺確認した中で、きめ細かにそれは対応していきた

いと思います。もしまた外に出て聞こえなかったら、これはまた問題でございますので、そ

の辺はまた原課のほうにはちゃんと調査するようなことは言っていきたいと考えております。 

  現状、まだ町民からどのような苦情が来ているかに関しましては原課のほうに。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長兼防災監（竹内 茂君） すみません。今外で聞こえないということにつきまして

は、奈良本区のほうからは特には聞いていません。多分、うちのほうに来ているのは、今ま

でうるさいということで、どうしても放送を１回にしていました。ああ、鳴ったというとき

に窓を開けたら放送が終わっていたという話は来ております。それに対しましては、今２回

放送をするようにしておりますので、今山田議員が言われた全く聞こえなかったという話は、

うちのほうにまだ入ってきておりませんので、またそれについては、もし議員の皆様のほう
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に情報が入りましたら教えていただいて、うちのほうも現地に行って確認はさせていただき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 12番、鈴木議員。 

○１２番（鈴木 勉君） すみません。これスピーカーのことだね、予算はスピーカーの取替

えについての質疑だと……。 

○議長（村木 脩君） 柱だそうです。 

○１２番（鈴木 勉君） ほかのこと、これに関連したことを聞いてもいいんですか。 

○議長（村木 脩君） いえ、この請負契約について聞いてもらいたいです。 

○１２番（鈴木 勉君） 今お話しになっているみたいに、スピーカーの音は聞こえるんだけ

れども、お話ししている内容が聞き取れないということについては改良する点があるんです

か。 

  お話ししているお姉さんが、私たちの耳には何言っているか分からないような状況なんで

すよ。音は聞こえるんですよ。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長兼防災監（竹内 茂君） その聞きづらいというのは、確かに放送する職員のしゃ

べり方というのもありますし、今現在、重複しているところが、稲取地区は特に多いです。

ですから、いろんなところでダブって聞こえるもんですから、はっきり聞き取れないという

意見は確かにうちのほうに何件か来ております。 

  ですから今回、それも含めて数を減らすことによって重なりを少なくするというところも

検討に入っておりますので、今後また、その整備が終わった時点で、どのように聞こえてい

るか、また職員の話し方等も見直していきたいというふうに考えておりますので、御理解お

願いします。 

○議長（村木 脩君） 12番、鈴木議員。 

○１２番（鈴木 勉君） 前回も一般質問をさせてもらったんですよ。町民の方から、あの例

の災害のときに広報がなかなか聞き取れなかったとかというお話があって、私そのことで一

般質問させてもらったという思い出があるんですけれども、今新しいスピーカーが入って、

皆さんにはちゃんと同報無線が聞こえるようになりましたと、言っている内容がはっきりと

分かるようになりましたというところが私は大事ではないかなと思って、今質問したんです

けれども、その点も今お話の中で、生の人間が放送しているのか、合成の人が放送している

のか、ちょっとそこら辺が、民間の私たち、町民の方たちには理解できないところがあるん
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ではないのかなと私思うんですけれども、その点どうですかね。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長兼防災監（竹内 茂君） 以前、御質問いただいたときには、災害のときに聞こえ

なかったというところがありまして、それについては、どうしても雨の音と風の音にはこの

音声というのは大変弱い状況であります。ですから、確実に聞かせるというのは、なかなか

難しい面があります。これはスピーカーの特性でなかなか難しいのかなと思っています。 

  一部には、今職員が生でしゃべるときと、電子音でやっているときがあります。電子音が

イントネーションがおかしくて聞きづらいという方もいらっしゃいますので、その辺は放送

の内容と、災害については基本的には肉声でやりますので、その辺のデータ的な音声と肉声

との聞きづらさというのも出てきているのかなと思いますので、またその辺については、状

況を確認した中で、皆さんの御意見をいただきながら、どういうものがいいのか検討してい

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 今回、この議案について請負契約の議案ですので、契約そのものに反

対なら反対というような議論にしていってもらいたいなという気がいたします。 

  ほかに質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案41号 令和２年度同報無線子局更新工事請負契約についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１３ 議案第４２号 東伊豆町道路線の変更について 

○議長（村木 脩君） 日程第13 議案第42号 東伊豆町道路線の変更についてを議題としま

す。 
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  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第42号 東伊豆町道路線の変更について、

提案理由を申し上げます。 

  現在、静岡県において整備中であります国道135号の歩道整備に伴い、町道中川線の路線

区域が重複することにより、当該路線の変更を行うため、議会の議決を求めるものでござい

ます。 

  詳細につきましては建設課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいたし

ます。 

○議長（村木 脩君） 建設課長。 

○建設課長（齋藤 匠君） ただいま提案されました議案第42号 東伊豆町道路線の変更につ

いて説明させていただきます。 

  静岡県が整備しております稲取地区国道135号の歩道整備に伴い、町道の一部区域が重複

するため、道路法第10条第２項の規定により、町道路線を別紙のとおり変更するものでござ

います。 

  恐れ入りますが、別紙を御覧ください。 

  路線名、区分、起点、終点、延長、幅員の順に読み上げます。 

  町道中川線、変更前、東伊豆町稲取字上百姓地2821番２、東伊豆町稲取字上百姓地2808番

６、280.6メートル、2.2から2.6メートル。変更後、東伊豆町稲取字上百姓地番地2821番９、

東伊豆町稲取字上百姓地2808番６、270.7メートル、2.2から2.6メートルと変更するもので

ございます。 

  次のページを御覧ください。 

  変更前の町道中川線の起点と終点を表示してございます。場所につきましては、元焼肉 

桃将軍さん付近となります。 

  次のページを御覧ください。 

  県の施工図に色分けして変更前後の起点部分を記してございます。赤色及び青色部分が変

更前の町道中川線であり、国道との接点が起点となっておりました。黄色部分が工事施工後

の進入路となりますが、赤色、黄色及び灰色部分が県施行により整備され、今後は県の管理

となりますので、町道中川線の起点を青色部分に変更するものでございます。 
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  以上、簡単ではございますが説明に代えさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第42号 東伊豆町道路線の変更についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１４ 議案第４３号 令和２年度東伊豆町一般会計補正予算（第５号） 

○議長（村木 脩君） 日程第14 議案第43号 令和２年度東伊豆町一般会計補正予算（第５

号）についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第43号 令和２年度東伊豆町一般会計補

正予算（第５号）について提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に4,284万円を追加いたしまして、歳入歳

出予算の総額を67億2,037万円とするものであります。 

  歳入の主な内容を申し上げますと、新型コロナウイルス感染症対策として各幼稚園に交付

される国庫補助金や消防団員の退職者確定に伴う消防団員退職報償金などを増額しておりま

す。 

  次に、歳出の主な内容を申し上げますと、緊急誘客対策観光協会補助金やふるさと納税謝

礼の過年度未払金確定に伴う増額、また海浜プール補修工事を増額しております。その他早
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急な対応を要する項目について予算措置いたしたところであります。 

  必要な財源配分を行った後に、財政調整基金からの繰入れ措置をさせていただきましたの

で、御理解をお願いいたします。 

  詳細につきましては総務課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいたし

ます。 

○議長（村木 脩君） 総務課長。 

○総務課長（村木善幸君） ただいま提案されました議案第43号 令和２年度東伊豆町一般会

計補正予算（第５号）について概要を御説明いたします。 

  令和２年度東伊豆町の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによります。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,284万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ67億2,037万円といたします。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

  恐れ入りますが、５ページ、６ページをお開きください。 

  ２、歳入について御説明いたします。 

  15款国庫支出金、２項国庫補助金、５目教育費国庫補助金、補正前の金額に130万7,000円

を追加し143万4,000円といたします。 

  １節教育費補助金、細節５教育支援体制整備事業交付金100万円の増は、新型コロナウイ

ルス感染症対策として各幼稚園に消毒液や空気清浄機の購入費として50万円ずつ補助される

ものであります。 

  19款繰入金、３項基金繰入金、２目財政調整基金繰入金、補正前の金額に2,160万円を追

加し、３億1,923万6,000円といたします。 

  １節、細節１財政調整基金繰入金2,160万円の増は、今回の補正における歳入及び歳出予

算調整のため、不足額を補塡措置いたした内容でございます。 

  ３目ふるさと納税基金繰入金、補正前の金額に1,500万円を追加し、１億5,505万5,000円

といたします。 

  １節、細節１ふるさと納税基金繰入金1,500万円の増は、歳出に計上してあります緊急誘

客対策観光協会補助金の財源として活用するため、増額措置するものでございます。 

  21款諸収入、４項２目雑入、補正前の金額に407万9,000円を追加し、8,263万2,000円とい
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たします。 

  ６節、細節１消防団員退職報償金407万9,000円の増は、消防団員の退職者確定に伴う増額

措置であります。 

  ７ページ、８ページを御覧ください。 

  次に、３、歳出について御説明いたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正前の金額に2,019万7,000円を追加し、

４億7,551万9,000円といたします。 

  事業コード15ふるさと納税寄付推進事業、７節報償費、細節１ふるさと納税寄付謝礼

2,019万7,000円の増につきましては、令和元年度内に支払いが完了しなかった未執行分につ

いて、前年度の予算残額を再度翌年度に予算計上する内容であります。主に宿泊補助券や複

数回記念品を送る定期便などについては、施設利用後・記念品発送後の請求、支払いとして

いるため、年度をまたぐケースがあることから、補正措置をするものであります。 

  ３項１目戸籍住民基本台帳費、補正前の金額に４万7,000円を追加し、5,841万1,000円と

いたします。 

  事業コード１戸籍住民基本台帳管理事業、13節使用料及び賃借料、細節８戸籍電算システ

ムクラウド使用料100万9,000円の減につきましては、クラウド移行における部品納入の遅れ

から、既存システムの再リース期間を２か月間延長し、新クラウドシステムの使用料を減額

する内容となっております。 

  11ページ、12ページを御覧願います。 

  ６款１項商工費、２目商工振興費、補正前の金額に1,500万円を追加し、２億1,874万

7,000円といたします。 

  事業コード４新型コロナウイルス感染症対策事業（商工費）、18節負担金、補助及び交付

金、細節３緊急誘客対策観光協会補助金1,500万円の増につきましては、新型コロナウイル

ス感染症における緊急誘客対策としてクーポンやガソリン券発行などについて観光協会へ補

助する内容であります。 

  ８款１項消防費、２目非常備消防費、補正前の金額に407万9,000円を追加し、4,818万

6,000円といたします。 

  事業コード１非常備消防事務事業、７節報償費、細節２消防団員退職報償金407万9,000円

の増につきましては、歳入と同じく、消防団員の退職者人数確定に伴う増額措置であります。 

  恐れ入りますが、３ページ、４ページへお戻りください。 
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  歳入歳出補正予算事項別明細書で、ただいま御説明いたしました内容を総括してあります。 

  まず、歳入ですが、補正前の額66億7,753万円に4,284万円を追加いたしまして、67億

2,037万円といたします。 

  次に、歳出ですが、補正前の額66億7,753万円に4,284万円を追加いたしまして、67億

2,037万円といたします。 

  次に、補正額の財源内訳ですが、特定財源は、国県支出金が216万1,000円の増、その他財

源が1,907万9,000円の増、一般財源を2,160万円といたします。 

  以上、簡単ではありますが概要説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） １点、教育費の関係でお伺いしたいんですけれども、今回は国から

の補助金があったりして、幼稚園や、あと休業対策ということでやってありますけれども、

聞くところによると、学校も７月20日頃ではなくて８月８日頃までやりますと。８月24日ぐ

らいから１週間ぐらい夏休みを削ってやると。都合、何だかんだいうと二十五、六日、夏休

みを短縮して授業をやっていくと。 

  そうなりますと、僕ら心配するのは、今まではそういうことなかったんですけれども、当

然エアコンが入っているんで、エアコンをフル稼働させるんだと思うんですよ。そうすると

30日間フル稼働させたりした場合、町の現状の学校維持費の関係で小中学校なんかの電気代

支払えるのかなと。全然質的に違いますよね。空いていない時間に、去年だったらあっても

使わなかった時間、これを１か月丸々各教室使うわけですから、相当なそういう負担が出て

きて。だから休業が長かった、休校長かったんで、夏休みにそういう対策取るということで、

電気代もそうなんだけれども、電気代だけではなくて、ほかにもいろんな経費というものが

かかってくるのではないのかなと。だけど予算は非常にすっきりしているなと、それは金が

ないからというだけではまずいわけで、しっかりそういう教育をしていたものに対応するた

めの段取りというか、ちゃんとした財源的な裏づけを持って対応していかなきゃいけないん

で、その辺は大丈夫なんですかね。 

○議長（村木 脩君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） 御指摘いただきましたように、夏の電気代につきまし

ては相当な額を見込んではおります。というのは、エアコンはもちろんフル稼働になる理由
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として、換気もしなければならないということですね。窓を開けて、なおかつ冷房も効かせ

るという時間が発生するわけでありますので、電気代につきましては相当増えるだろうなと

いう見込みは、もちろんしてございます。 

  ですけれども、年間の予算ですので、９月までは持つ見込みで今進めておりますので、申

し訳ございませんが、９月には補正させていただく可能性が出てきておりますけれども、今

後暑くなる６月の電気料を見まして、予測をもっと正確にしまして、足りない分を見込んで

いきたいなと思ってございます。 

  御理解いただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） ほかに質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第43号 令和２年度東伊豆町一般会計補正予算（第５号）についてを採決し

ます。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１５ 議案第４４号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計補正予算 

              （第１号） 

○議長（村木 脩君） 日程第15 議案第44号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第44号 令和２年度東伊豆町国民健康保

険特別会計補正予算（第１号）について、提案理由を申し上げます。 



－78－ 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ56万円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ17億3,762万2,000円とするものであります。 

  主な内容を申し上げますと、歳入では、保険給付費の増額に伴い、財源である県支出金の

増額補正を行うものであります。 

  歳出につきましては、保険給付費において、新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金

を計上するものであります。 

  詳細につきましては健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願

いいたします。 

○議長（村木 脩君） ただいま町長より訂正がございます。 

○町長（太田長八君） すいません、歳入歳出予算の総額を、それぞれ17億5,700万が正しい

んでございますが、何か17億3,000万と読んだらしいということで、これを17億5,762万に訂

正させていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） ただいま提案されました議案第44号 令和２年度東伊豆

町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について概要を説明させていただきます。 

  令和２年度東伊豆町の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は次に定めるところによ

ります。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ56万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ17億5,762万2,000円といたします。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

  恐れ入りますが、５ページ、６ページをお開きください。 

  歳入の内容について説明いたします。 

  ４款県支出金、１項県補助金、３目保険給付費等交付金、補正前の額に50万円を追加し、

12億6,727万円といたします。 

  ２節特別交付金、細節２特別調整交付金50万円の増は、保険給付費を増額補正したことに

対し交付金を増額するものです。 

  ８款諸収入、３項５目雑入、補正前の額に６万円を追加し、1,006万円といたします。 

  １節、細節１雑入６万円の増は、概算で支払った令和２年２月診療分の給付費について国
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保連合会から精算により返還金1,005万9,405円が確定したため、６万円を増額補正するもの

です。 

  ７ページ、８ページをお開きください。 

  次に、歳出の内容について説明をいたします。 

  ２款保険給付費、６項傷病手当諸費、１目傷病手当金、補正前の額に50万円を追加し、50

万円といたします。18節負担金、補助及び交付金、細節１傷病手当金50万円の増は、新型コ

ロナウイルス感染症に感染した者等に係る傷病手当金を増額補正するためのものでございま

す。 

  ９款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、３目償還金、補正前の額に６万円を追加し、

1,006万円といたします。22節償還金利子及び割引料、細節６保険給付費等交付金償還金６

万円の増は、概算で支払った令和２年２月診療分の給付費について国保連合会から精算によ

り返還金1,005万9,405円が確定したため、その全額を保険給付費等交付金償還金として県へ

返還するため増額補正するものでございます。 

  ３ページ、４ページへお戻りください。 

  ただいま説明いたしました内容を歳入歳出補正予算事項別明細書に総括してあります。 

  まず、歳入ですが、合計で申し上げます。補正前の額17億5,706万2,000円に56万円を追加

いたしまして、17億5,762万2,000円といたします。 

  次に、歳出ですが、補正前の額17億5,706万2,000円に56万円を追加いたしまして、17億

5,762万2,000円といたします。 

  補正額の財源内訳ですが、国県支出金で50万円、一般財源で６万円といたします。 

  以上、簡単ではございますが概要説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） 国の国保税の減免問題というのがあると思うんですけれども、これ

は町としての考え方は既に保険料という項目とか、国の補助金の受入れという名目があるの

で、特に予算措置はしていないという考え方でいいですか。 

  あと、給付規則等の見直しが必要になっているかと思いますが、それらについてはどうい

うお考えですか。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 
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○健康づくり課参事（齋藤和也君） 減免につきましては、国保税につきましては７月に本算

定が行われますので、７月の通知書等において案内等、お知らせしたいと思っております。 

  その中で、コロナの関係で収入が３割以上減した方についてが対象というふうになります

ので、まだ金額的にどの程度というものははっきりいたしておりませんので、その辺につき

ましては保険料の中でやっていけるものなのか、あるいは基金を取り崩さなければならない

のか、国から当然支援等もございますけれども、そういったものを状況を見まして、後々考

えていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） これは補正予算でいうと、補正予算上のっかってこないかもしれま

せんけれども、ただ、町の国保の仕事としては今回すごく大事な仕事に国保の減免の部分は

なると思うんで、給付規則等の見直しをしたなら、ぜひ議員にも、どういう見直しがされて、

どういう形で申請ができるのか、現状では申請書類しかないわけですから、そういうものを

またお届けいただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） 減免の規定につきましては条例等にも載っておりますが、

今回コロナの関係は遡るというような形で、ちょっと特別な形になりますので、要綱あるい

は要領のほうを作成して、内容については後にお示ししたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

○議長（村木 脩君） ほかに質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これを持って質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第44号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いてを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 



－81－ 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１６ 議案第４５号 令和２年度東伊豆町水道事業会計補正予算（第１ 

              号） 

○議長（村木 脩君） 日程第16 議案第45号 令和２年度東伊豆町水道事業会計補正予算

（第１号）についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第45号 令和２年度東伊豆町水道事業会

計補正予算（第１号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、予算第３条に定めた収益的収入の既決予定額に1,267万1,000円を追加

し、総額を４億4,415万3,000円とし、収益的支出の既決予算額に1,395万9,000円を追加し、

総額を４億4,115万円とするものであります。 

  主な内容を申し上げますと、県が施工する白田浄水場の災害復旧工事における仮設導水管

設置に係る県の負担金及び工事費の増額措置や、災害復旧関係経費の不足額を増額しており

ます。 

  詳細につきましては水道課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいたし

ます。 

○議長（村木 脩君） 水道課長。 

○水道課長（鈴木貞雄君） ただいま提案されました議案第45号 令和２年度東伊豆町水道事

業会計補正予算（第１号）について概要を説明させていただきます。 

  総則。 

  第１条、令和２年度東伊豆町水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よります。 

  収益的収入及び支出。 

  第２条、令和２年度東伊豆町水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた

収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正いたします。 

  収入、第１款水道事業収益、既決予定額４億3,148万2,000円に1,267万1,000円を追加し、
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４億4,415万3,000円といたします。 

  第３項特別利益、既決予定額ゼロ円に1,267万1,000円を追加し、1,267万1,000円といたし

ます。 

  支出、第１款水道事業費用、既決予定額４億2,719万1,000円に1,395万9,000円を追加し、

４億4,115万円といたします。 

  第１項営業費用、既決予定額３億9,107万2,000円に146万3,000円を追加し、３億9,253万

5,000円といたします。 

  第３項特別損失、既決予定額1,000円に1,249万6,000円を追加し、1,249万7,000円といた

します。 

  恐れ入りますが、７ページをお開きください。 

  参考資料により主な補正内容を説明させていただきます。 

  初めに、収益的収入についてですが、１款水道事業収益、３項特別利益、２目１節過年度

損益修正益17万5,000円の増は、前年度水道料金戻入分の増額措置であります。 

  ３目１節その他特別利益を1,249万6,000円増額いたします。県が施行する白田浄水場の災

害復旧工事において、仮設導水管を設置する必要が生じましたが、水道施設ということで専

門性の高い工事内容となるため、県より町での施行を依頼されました。町で予算措置また事

業執行をし、経費の全額を県から負担金として受け入れる内容で、支出のほうにも工事費と

して同額を計上しております。 

  次に、収益的支出についてですが、１款水道事業費用、１項営業費用、１目原水及び浄水

費、21節賃借料を146万3,000円増額いたします。昨年度の台風被害につきましては、現在も

復旧作業を行っております。水中ポンプなど賃借料の不足分を増額する内容であります。 

  ３項特別損失、１目75節その他特別損失を1,249万6,000円増額いたします。先ほど御説明

いたしました白田浄水場導水管仮移設工事の増額であります。 

  以上、簡単ではありますが概要説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（発言する人なし） 
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○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第45号 令和２年度東伊豆町水道事業会計補正予算（第１号）についてを採

決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議時間の延長について 

○議長（村木 脩君） それでは、お諮りします。 

  本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめ延長したいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本日の会議時間は延長することに決し

ました。 

  会議時間を延長します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１７ 同意案第１号 東伊豆町固定資産評価審査委員会委員の選任につい 

              て 

○議長（村木 脩君） 日程第17 同意案第１号 東伊豆町固定資産評価審査委員会委員の選

任についての同意を求める件を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 同意案第１号 東伊豆町固定資産評価審査委員会委員の選任について、

下記の者を東伊豆町固定資産評価審査委員会委員に承認することについて、地方税法第423

条第３項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 
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  住所、賀茂郡東伊豆町稲取1068番地の１。 

  氏名、安藤 昇。 

  提案理由を申し上げます。 

  現任者が令和２年６月30日をもって任期満了となるため、新たに固定資産評価審査委員会

委員を選任するものであります。 

  以上、御審議をよろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております同意案第１号 東伊豆町固定資産評価審査

委員会委員の選任については、これに同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり同意することに決しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１８ 同意案第２号 東伊豆町教育委員会委員の任命について 

○議長（村木 脩君） 日程第18 同意案第２号 東伊豆町教育委員会委員の任命についての

同意を求める件を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました同意案第２号 東伊豆町教育委員会委員の任

命について説明をいたします。 

  東伊豆町教育委員会委員に下記の者を任命することについて、地方教育行政の組織及び運
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営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

  住所、賀茂郡東伊豆町稲取735番地。 

  氏名、山田知佳。 

  提案理由を申し上げます。 

  現任者が令和２年７月３日をもって任期満了となるため、新たに教育委員会委員を任命す

るものであります。 

  山田氏の略歴は別紙のとおりでございます。 

  以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております同意案第２号 東伊豆町教育委員会委員の

任命については、これに同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり合意することに決

しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１９ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

◎日程第２０ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

◎日程第２１ 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

○議長（村木 脩君） 日程第19 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について、日程第

20 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について、日程第21 諮問第３号 人権擁護委

員候補者の推薦についてを一括議題とします。 

  町長より順次提案理由の説明を求めます。 

  町長。 
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（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま一括上程されました諮問第１号、諮問第２号、諮問第３号 

人権擁護委員候補者の推薦について御説明いたします。 

  諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について、下記の者を人権擁護委員の候補者とし

て推薦したいので、議会の意見を求める。 

  住所、賀茂郡東伊豆町稲取725番地。 

  氏名、山下 豊。 

  諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について、下記の者を人権擁護委員の候補者とし

て推薦したいので、議会の議決を求める。 

  住所、賀茂郡東伊豆町奈良本1151番地の１。 

  氏名、成生美穂子。 

  諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について、下記の者を人権擁護委員の候補者とし

て推薦したいので、議会の議決を求める。 

  住所、賀茂郡東伊豆町稲取3021番地の５。 

  氏名、藤邉久美。 

  提案理由を申し上げます。 

  現任者が令和２年９月30日をもって任期満了となるため、山下氏には再任を、成生氏及び

藤邉氏には新たに人権擁護委員の就任をお願いするものであります。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより諮問第１号から３号までの一括質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についての討論に入ります。討論ありま

せんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦については適任とすることに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につい

ては適任とすることに決しました。 

  次に、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についての討論に入ります。討論ありませ

んか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦については適任とすることに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につい

ては適任とすることに決しました。 

  次に、諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦についての討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦については適任とすることに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につい

ては適任とすることに決しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２２ 陳情・要望書等の審査について 

○議長（村木 脩君） 日程第22 陳情・要望書等の審査ついてを議題とします。 

  審査を付託した総務経済常任委員長の報告を求めます。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 朗読をもって説明にかえさせていただきます。 

  令和２年６月９日。 
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  東伊豆町議会議長、村木脩様。 

  総務経済常任委員会委員長、山田直志。 

  陳情・要望書等審査報告書。 

  本委員会に付託された陳情・要望書を審査した結果、次のとおり決定したので、会議規則

第94条第１項の規定により報告します。 

  受付番号、41。 

  付託年月日、令和２年６月９日。 

  件名、新型コロナウイルスの感染拡大による緊急経済支援のお願いについての採択につい

て。 

  審査結果、不採択であります。 

  なお、裏のほうを御覧いただきたいと思います。委員会として意見がございます。 

  １、地方自治法・地方税法上の主旨から適切ではない。 

  今回の要望は、コロナウイルス感染拡大に伴い営業ができないことから、旅館の経営が揺

らいでいることへの補助要望であるが、地方自治法第232条の２は、町が補助できるルール

として、「普通地方公共団体は、その公益上必要がある場合においては、寄付又は補助する

ことができる。」としているが、特定業種への売上げ減少に対する補助は、上述の地方自治

法の趣旨から適切ではない。 

  また、入湯税は地方税法で目的税とされており、その使途は「環境衛生施設、鉱泉源の保

護管理施設及び消防施設その他消防活動に必要な施設の整備並びに観光の振興及び（観光施

設の整備を含む。）」とされ、これまでも広く観光業の基盤整備に活用されている。 

  このことから、これら目的に沿い支出している入湯税を根拠として補助金を交付すること

は、地方税法の趣旨からも適切ではない。 

  ２、観光協会の運営基盤に対する支援は必要である。 

  観光の中核的な役割を担っている観光協会は、加盟事業者から会費を徴収して運営してい

るが、その大半は旅館・旅館組合からの会費である。 

  今回のコロナ感染拡大を受け、当初想定とおりの会費徴収が困難となり、各協会では固定

費削減をはじめとした事業内容の見直しを進めているが、今後の観光イベントをはじめとし

た観光誘客事業も資金不足から実施や計画ができない事態になっており、観光協会の運営基

盤が崩れている。 

  町は、この実態を放置せずに今年度予算額の見直し等を行い観光協会等の運営基盤の強化
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を図られたい。 

  以上でございます。よろしく御審議をお願いします。 

○議長（村木 脩君） ただいま総務経済常任委員長より報告のありました陳情・要望書等の

審査について質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより陳情・要望書等の審査についてを採決します。 

  本件に対する委員長の審査報告は不採択であります。この審査報告については委員長の報

告のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、陳情・要望書等の審査については委員

長の報告のとおり決しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２３ 意見書案第２号 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付 

               金に関する意見書について 

○議長（村木 脩君） 日程第23 意見書案第２号 新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金に関する意見書についてを議題とします。 

  提出者より提出理由の説明を求めます。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 意見書案第２号について朗読をもって御報告をさせていただきます。 

  意見書第２号 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に関する意見書につい

て。 

  地方自治法第99条の規定により、国会及び関係行政庁に対し、新型コロナウイルス感染症
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対応地方創生臨時交付金に関する意見書を別紙のとおり提出する。 

  令和２年６月９日提出。 

  東伊豆町議会議長、村木脩様。 

  提出者、東伊豆町議会議員、山田直志。 

  賛成者、東伊豆町議会議員、西塚孝男。 

  １枚おめくりください。 

  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に関する意見書。 

  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（以下「臨時交付金」という。）は、

今年度の第１次補正予算では、感染症対策・休業支援などに多く配分され、第２次補正予算

で臨時交付金を２兆円の増額する閣議決定がされました。地方の声を汲み上げて頂いたもの

と歓迎するものです。 

  当町は、「ふるさと創生」「地方創生」の目標と国の観光立国推進の中で、「観光立町」

を標榜し観光を柱として町づくりを進めてきました。しかしながら、緊急事態宣言による外

出自粛及び解除後も続く県を越えての移動自粛により、観光客の激減、観光関連産業の売り

上げの減少、従業員等の収入減少、解雇など、業種・規模を問わずあらゆる事業者の経営に

影響が顕在化しており、地域の雇用と経済のエンジンである観光の疲弊・衰退は、町の存続

に繋がる事態に至っています。 

  さらに緊急事態宣言が解除されましたが、感染への不安などから早期の旅行行動には繋が

らず、特に観光業においては国民が感染症への不安解消と日常を取り戻すまで長期にわたる

低迷が見込まれています。 

  このことから政府は、長期にわたる感染症の影響を鑑み、観光業を主とした地域での経済

や住民生活への支援が行えますよう、下記事項を強く要望します。 

記 

  １ 臨時交付金の配分にあたっては、観光業を主とした地域の現状を踏まえ、特段の配慮

を行うこと。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  令和２年６月９日。 

  静岡県東伊豆町議会。 

  送付先につきましては、国会、内閣、また地元国会議員の方々です。 

  よろしくお願いいたします。 
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○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

  ７番、須佐議員。 

○７番（須佐 衛君） 今、提出者の山田議員からお話がありましたように、まさにこれから

夏に向けても夏休みを短縮するというような形の中で、非常に厳しいということが想像でき

ると思うんですけれども、この臨時交付金に関しまして、特段の配慮を行うことというお話

があるわけなんです。この短い時間の中でこれをまとめられたと思うんですけれども、もう

少しその具体性といいますか、この臨時交付金に対して委員長のお考えというものがもう少

し分かればと思いましたけれども、いかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） あまり一般的に口語としては使わない。しかし、意見書等々で国会

の先生方、また大臣の方々などに、目上の方に特段お願いをするというか、特別の配慮をお

願いしたいと。そういう意味で、文書としては意見書ではよく使われている言葉であろうと

思っておりまして、そういう観光に対する配分・配慮を特にお願いすると、そういう気持ち

を込めたものでございます。 

○議長（村木 脩君） ７番、須佐議員。 

○７番（須佐 衛君） この臨時交付金につきまして、山田議員もいろいろお調べになったと

いうことなんですけれども、例えば、観光地で税に関しましては固定資産税とか、減免とか

という話がありまして、条例も改正されたりということがございますけれども、この観光地

の水道企業会計等を見ますと、収益も減少しておりますし、また、水道料金の延納という話

も出てきておるわけです。 

  この臨時交付金について、その辺のところも期待できる部分はあるんでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） １次補正で行われた臨時交付金におきましては、賀茂郡では、うち

の町は6,700万で、河津が6,200万、それ以外は、感染者が出たということもあるんですが、

人口等が少ないんですけれども、南伊豆や松崎や西伊豆はうちよりも交付金をもらっている、

先ほど言ったように、１次補正における臨時交付金では感染症対策というところに特に焦点

が当てられていたのかなと。 

  今回、２次補正で行われる臨時交付金におきましては２兆円という規模も増えたわけです
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けれども、ぜひそれは感染症を予防しながら経済を回していくということに役立つような配

分を実態的に地方から求めていきたいという思いが中心でございます。 

  なお、一応、国の出しております臨時交付金のＱ＆Ａ、マニュアルにおきましては、水道

事業に対する支援をしてはいけないというふうには書いてありません。水道公営企業との関

係においても、そのことも記載されておりますので、必要があればそういう活用をするとい

うことも考えられるのかなと。ただ、現状においては、議会の中でそういうコンセンサスが

取れている問題ではないので、その問題については触れてはありません。 

  今後、国の臨時交付金の活用については、また議員の皆さんとも、また当局とも十分考え

て、一番いい活用方法を選んでいくことがその先の問題だと考えております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ほかに質疑ありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより意見書案第２号 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に関する意

見書についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２４ 議会運営委員会所掌事務調査について 

○議長（村木 脩君） 日程第24 議会運営委員会所掌事務調査についてを議題とします。 

  議会運営委員長から会議規則第75条の規定によって、お手元にお配りしました本会議の会

期日程の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 

  お諮りします。申出のとおり閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 



－93－ 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。 

  したがって、委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（村木 脩君） これをもちまして、本定例会に付議された案件の審議は全て終了しま

した。 

  したがって、会議規則第７条の規定により、本日で閉会したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本定例会は本日で閉会することに決定

しました。 

  令和２年第２回東伊豆町議会定例会を閉会します。 

  御苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ４時３５分 
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